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来
へ
の
展
望
を
開
い
た
意
義
を
説
い
た
。
こ
こ
で
、
そ
の
前
後
に
開
か
れ
た
音
楽
取
調
所
の
演
習
会
を
補
足
し
、
唱
歌
教
育
の
初
期
の
様
子
を
略
述
す
る
。
明
治
十
八
年
七
月
二
十
日
、
音
楽
取
調
所
（
同
年
二
月
に
「
掛
」
か
ら
「
所
」
へ
、
つ
い
で
、
十
二
月
に
再
び
「
掛
」
に
変
更
）
で
、
初
め
て
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
堀
内
敬
三
『
音
楽
五
十
年
史
』（
昭
23
）
に
よ
る
と
、
幸
田
延
子
、
遠
山
甲
五
　
補
　
　
遺
○
音
楽
取
調
所
の
演
習
会
〈
新
〉
拙
稿
（
本
誌
三
〇
）
で
、
明
治
十
九
年
に
帝
国
大
学
で
行
わ
れ
た
唱
歌
演
習
会
に
つ
い
て
述
べ
、
明
治
十
五
年
に
始
め
ら
れ
た
唱
歌
教
育
の
成
果
を
発
表
し
、
将
唱
歌
と
現
代
文
学
（
下
の
二
・
完
）
若
　
　
井
　
　
勲
　
　
夫
要
　
旨
明
治
十
五
年
に
唱
歌
教
育
が
始
め
ら
れ
て
百
二
十
年
、
そ
の
う
ち
戦
後
六
十
年
は
音
楽
教
育
に
取
っ
て
代
ら
れ
た
。
し
か
し
、
唱
歌
に
対
す
る
日
本
人
の
情
熱
は
今
な
お
静
か
に
在
り
続
け
、
一
定
の
国
民
意
識
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
日
本
人
の
感
情
や
思
想
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
唱
歌
に
関
わ
る
生
き
方
や
考
え
方
、
感
じ
方
を
敢
え
て
唱
歌
文
化
と
名
づ
け
る
な
ら
ば
、
こ
の
文
化
的
な
姿
勢
や
態
度
、
ま
た
、
文
化
意
志
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
何
か
。
本
稿
は
唱
歌
を
文
学
の
一
分
野
と
見
直
し
、
そ
の
言
語
と
し
て
の
表
現
を
中
心
に
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き
た
か
を
調
べ
て
き
た
。
平
成
八
年
に
執
筆
を
始
め
、
最
初
の
六
編
を
「
京
都
文
教
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
三
五
―
四
〇
集
に
発
表
、
引
続
い
て
、
同
十
四
年
か
ら
本
誌
三
〇
、
三
一
、
三
三
号
の
三
編
に
補
遺
を
重
ね
つ
つ
連
載
し
た
。
本
号
は
そ
の
ま
と
め
と
し
て
、
新
た
な
補
遺
を
加
え
、
唱
歌
が
ど
の
よ
う
な
作
品
・
文
章
の
分
野
に
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
表
さ
れ
て
い
る
か
を
類
型
別
に
し
て
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、
唱
歌
を
受
け
容
れ
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
自
身
の
生
き
る
態
度
や
、
考
え
、
感
じ
る
意
識
に
生
か
し
た
か
を
、
同
じ
く
分
類
し
て
、
そ
の
精
神
の
在
り
所
を
分
析
し
た
。
こ
れ
は
明
治
以
降
の
日
本
人
の
精
神
史
の
一
面
を
も
表
す
こ
と
に
な
っ
た
。
歳
月
を
経
て
忘
れ
去
ら
れ
た
唱
歌
が
多
い
中
に
、
今
も
長
い
生
命
力
を
保
っ
て
歌
わ
れ
る
唱
歌
に
は
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
り
、
そ
こ
に
日
本
人
の
歌
謡
に
対
す
る
捉
え
方
の
特
色
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
は
音
楽
や
楽
曲
と
し
て
で
な
く
、
あ
く
ま
で
韻
文
た
る
唱
歌
に
お
け
る
言
語
表
現
、
言
語
意
識
に
重
点
を
置
い
て
、
言
語
主
体
（
話
し
手
・
書
き
手
）
の
唱
歌
に
対
す
る
捉
え
方
に
重
点
を
置
い
て
き
た
。
そ
の
捉
え
方
は
唱
歌
の
受
容
の
仕
方
で
あ
り
、
こ
こ
に
精
神
史
の
一
面
を
見
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
唱
歌
、
童
謡
、
わ
ら
べ
う
た
、
歌
謡
、
国
語
表
現
、
日
本
精
神
史
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で
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
が
は
じ
ま
っ
た
。
唱
歌
の
教
室
に
は
い
る
と
、
オ
ル
ガ
ン
の
方
に
背
を
向
け
て
後
ろ
向
き
に
坐
っ
た
り
…
…
（「
元
冦
」〈
明
25
〉
で
）
変
え
歌
を
う
た
っ
た
り
し
た
。
そ
の
た
め
か
ど
う
か
は
分
ら
ぬ
が
、
唱
歌
の
先
生
は
三
人
も
か
わ
っ
た
。
し
か
し
、
け
っ
き
ょ
く
私
た
ち
の
黒
星
だ
っ
た
。
山
川
は
岡
山
県
倉
敷
に
生
れ
育
ち
、
明
治
二
十
四
年
に
高
等
小
学
校
に
進
ん
だ
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
二
十
七
年
の
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
後
年
の
素
質
が
早
く
も
子
供
時
代
に
表
れ
て
い
る
好
例
で
、
今
ま
で
調
べ
て
き
た
事
例
で
言
え
ば
、
こ
う
い
う
態
度
は
個
人
の
資
質
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
方
で
は
唱
歌
教
育
の
始
ま
り
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
、
男
の
子
は
反
発
し
、
受
け
入
れ
が
た
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
た
だ
、
尋
常
小
学
校
の
時
に
歌
っ
た
「
抜
刀
隊
の
歌
」（
明
18
）
を
覚
え
て
い
る
と
素
直
に
述
懐
も
し
て
い
て
、
右
の
記
述
は
や
や
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
○
安
倍
能
成
（
明
16
―
昭
41
）〈
新
〉
夏
目
漱
石
の
門
下
生
で
哲
学
者
・
教
育
者
の
安
倍
能
成
は
終
戦
時
ま
で
の
自
叙
伝
『
我
が
生
ひ
た
ち
』（
昭
41
）
を
著
し
た
。
愛
媛
県
の
松
山
で
育
っ
た
少
年
時
代
の
思
い
出
と
し
て
唱
歌
に
ま
つ
わ
る
体
験
を
記
し
て
い
て
、
既
述
の
和
辻
哲
郎
（
明
22
―
昭
35
）
の
『
自
叙
伝
の
試
み
』（
昭
36
、
本
誌
三
〇
）
と
並
ん
で
、
明
治
中
期
の
唱
歌
の
受
容
が
よ
く
わ
か
る
。
尋
常
小
学
校
二
、
三
年
の
こ
ろ
唱
歌
の
授
業
が
毎
週
三
十
分
あ
り
、「
君
が
代
」（
明
13
初
演
）「
春
の
や
よ
ひ
」（
明
14
）「
紀
元
節
」（
明
21
）「
天
長
節
」（
明
25
）「
螢
の
光
」（
明
14
）「
三
千
余
万
」（
明
22
）
な
ど
を
習
っ
た
。
こ
こ
で
、「
春
の
や
よ
ひ
」
の
冬
の
部
で
、「
心
の
あ
と
は
つ
か
ね
ど
も
、
思
ひ
や
る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
」
の
前
件
の
句
を
「
心
の
あ
と
は
知
ら
ね
子
、
市
川
道
ほ
か
二
十
名
の
卒
業
生
が
式
後
、
演
習
会
に
臨
み
、
次
の
歌
曲
を
演
奏
し
た
。「
仰
げ
ば
尊
し
」（
明
14
）、「
鏡
な
す
」（
明
16
）、「
太
平
の
曲
」（
明
16
）、「
埴
生
の
宿
」（
明
22
）、「
不
二
山
」（
明
14
）、「
君
は
神
」（
明
22
）
で
、
そ
の
他
、
西
洋
の
楽
曲
が
あ
っ
た
。
右
の
う
ち
、
明
治
二
十
二
年
の
歌
は
『
中
等
唱
歌
集
』、
そ
れ
以
外
は
『
小
学
唱
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
二
十
年
二
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
音
楽
取
調
掛
の
卒
業
演
奏
会
で
は
、「
君
が
代
」（
明
13
初
演
）、「
寧
楽
の
都
」（
明
17
）、「
わ
か
な
」、「
ほ
た
る
（
螢
の
光
）」（
明
14
）
で
、
そ
の
他
は
西
洋
の
楽
曲
で
あ
っ
た
（
堀
内
敬
三
『
音
楽
明
治
百
年
史
』
昭
43
）。
右
の
「
わ
か
な
」
は
他
の
歌
と
同
じ
く
収
録
さ
れ
て
い
る
『
小
学
唱
歌
集
』
初
編
の
「
若
紫
」（
明
14
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
春
の
七
草
を
歌
い
、
第
一
、
二
節
と
も
に
「
若
菜
」
の
語
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
音
楽
取
調
掛
の
卒
業
演
奏
会
は
毎
年
、
行
わ
れ
た
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
唱
歌
を
世
に
知
ら
し
め
、
普
及
さ
せ
る
の
に
大
き
な
力
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
帝
国
大
学
の
演
習
会
は
こ
れ
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
唱
歌
教
育
の
濫
觴
に
お
け
る
先
人
の
苦
労
と
意
気
込
み
を
示
す
事
実
と
し
て
記
し
て
お
く
。
○
山
川
均
（
明
13
―
昭
33
）
唱
歌
教
育
は
始
ま
っ
て
十
年
ほ
ど
、
全
国
的
に
十
分
に
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
。
初
期
の
こ
ろ
の
実
情
に
つ
い
て
、
現
代
の
我
々
は
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
当
時
の
児
童
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
か
、
文
献
に
よ
っ
て
確
か
め
て
お
く
。
社
会
主
義
運
動
家
の
山
川
均
が
自
叙
伝
に
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
（『
あ
る
凡
人
の
記
録
』
昭
25
、
後
に
『
山
川
均
自
伝
』
昭
36
）。
四
年
の
初
め
こ
ろ
だ
っ
た
か
、
唱
歌
が
は
じ
め
て
学
科
に
加
え
ら
れ
た
。
「
男
に
歌
を
！
」
と
い
う
の
で
、
私
た
ち
は
承
服
し
な
か
っ
た
。
…
…
そ
こ
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る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
幼
稚
園
の
時
の
唱
歌
は
「
民
草
の
栄
ゆ
る
時
代
は
（「
時
と
」
が
正
し
い
）
苗
代
の
」
で
始
ま
る
「
民
草
」（
明
11
）「
蝶
々
」（
明
14
）「
風かざ
車
ぐ
る
ま
」（
明
11
）
の
三
曲
し
か
覚
え
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、「
民
草
」
と
「
風
車
」
は
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
が
編
集
し
た
『
保
育
唱
歌
』（
明
11
）
に
載
り
、
印
刷
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
地
方
に
ま
で
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
「
時
々
高
等
小
学
の
方
の
女
生
組
の
合
唱
を
聴
く
と
、
よ
く
揃
っ
て
旨
い
な
と
思
っ
た
」
と
い
う
歌
の
う
ち
「
船
子
」（
明
17
）
が
「
耳
に
残
っ
て
居
る
」。
引
用
の
「
潮
満
ち
て
風
な
ぎ
ぬ
…
…
」
の
「
て
」
は
不
要
で
、
こ
の
接
続
助
詞
が
入
る
と
、
ど
う
し
て
も
詩
と
し
て
の
力
強
さ
と
緊
迫
感
に
欠
け
る
が
、
現
代
人
の
言
語
感
覚
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
方
が
合
っ
て
い
よ
う
。
ま
た
、「
高
等
小
学
校
に
な
っ
て
日
清
戦
争
の
始
ま
っ
た
こ
ろ
に
は
、
軍
歌
や
戦
争
を
た
ゝ
へ
る
唱
歌
が
大
分
で
き
た
」
と
、
当
時
の
雰
囲
気
を
伝
え
、「
凱
旋
」（
明
20
）
の
歌
い
出
し
の
歌
詞
を
掲
げ
る
。続
い
て
、
岩
波
文
庫
の
『
日
本
唱
歌
集
』（
昭
33
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
で
、
「
尋
常
小
学
に
居
た
明
治
二
十
七
年
三
月
以
前
に
で
き
た
唱
歌
に
つ
い
て
、
私
の
習
っ
た
り
聞
き
覚
え
た
り
し
た
も
の
を
挙
げ
る
」
と
し
て
、
以
下
の
歌
を
記
す
。
記
録
と
し
て
、
煩
を
厭
わ
ず
に
列
挙
す
る
（
前
出
の
歌
は
省
略
）。「
霞
か
雲
か
」
「
皇
御
国
」（
以
上
、
明
16
）「
四
季
の
月
」「
庭
の
千
草
」（
以
上
、
明
17
）「
進
め
進
め
」（
明
20
）「
故
郷
の
空
」「
来
た
れ
や
来
た
れ
」「
舟
あ
そ
び
」（
以
上
、
明
21
）「
織
り
な
す
錦
」（
明
22
）「
敵
は
幾
万
」（
明
24
）「
元
冦
」（
明
25
）「
天
長
節
」「
一
月
一
日
」（
以
上
、
明
26
）。
こ
こ
で
「
仰
げ
ば
尊
し
」（
明
17
）
は
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
る
が
、
他
の
歌
の
普
及
度
か
ら
言
っ
て
不
思
議
で
あ
ど
も
」
と
誤
っ
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
成
人
し
て
か
ら
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
直
し
た
の
で
あ
っ
て
、
子
供
の
こ
ろ
は
「『
心
の
あ
ゝ
と
は
思
へ
ど
も
』
と
、『
心
の
あ
ゝ
』
と
い
ふ
も
の
を
意
味
も
知
ら
ず
に
あ
る
や
う
に
思
っ
て
居
た
」
と
省
み
る
。
こ
こ
は
「
山
路
は
雪
ふ
か
し
」
で
、
足
跡
で
な
い
「
心
の
あ
と
」
は
つ
か
な
い
と
言
っ
て
い
て
、「
ま
さ
し
く
恋
の
歌
だ
ら
う
が
、
そ
れ
と
も
知
ら
ず
歌
っ
て
居
た
」
の
で
あ
る
。
慈
鎮
（
慈
円
）
和
尚
の
『
拾
玉
集
』
に
載
る
こ
の
今
様
は
原
歌
と
一
部
、
詞
句
が
違
っ
て
い
る
が
、
小
学
生
に
は
無
理
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
初
期
は
こ
の
点
あ
ま
り
拘
泥
し
な
か
っ
た
。
こ
の
歌
に
関
連
し
て
「
鏡
な
す
」
（
明
16
）
の
文
語
調
の
歌
詞
を
挙
げ
た
後
、
唱
歌
と
い
ふ
学
科
が
新
し
く
で
き
て
、
新
作
だ
け
で
は
間
に
合
は
ず
、
か
う
い
ふ
旧
い
歌
が
採
用
さ
れ
た
り
、
子
供
に
は
む
つ
か
し
い
漢
文
調
や
雅
文
調
の
歌
が
新
た
に
作
ら
れ
た
り
し
た
上
…
…
多
く
の
唱
歌
、
西
洋
の
讃
美
歌
な
ど
の
譜
が
踏
襲
せ
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
頃
の
日
本
の
文
化
や
教
育
の
姿
を
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
と
、
教
育
者
ら
し
く
的
確
に
史
的
な
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。
ま
た
、「
三
千
余
万
」
の
歌
い
出
し
の
「
三
千
余
万
の
兄あに
弟おと
ど
も
よ
」
が
、「
今
九
千
万
に
近
い
人
口
に
増
加
し
た
こ
と
が
驚
か
れ
る
し
」、「
螢
の
光
」
の
「『
千
島
の
は
て
（
正
し
く
は
『
お
く
』）
も
沖
縄
も
…
…
』
と
い
ふ
文
句
に
も
、
我
々
は
過
去
の
歴
史
を
追
懐
し
て
感
慨
を
禁
じ
得
な
い
」
と
、
唱
歌
の
歌
詞
の
変
化
を
時
代
の
変
転
と
結
び
つ
け
る
。
な
お
、「
春
秋
皇
霊
祭
」（
明
25
）
は
「
節
も
詞
も
む
つ
か
し
い
も
の
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
歌
詞
を
引
用
す
る
が
、「
す
め
ら
み
か
ど
の
仕
へ
ま
す
」
は
「
す
め
ら
み
こ
と
…
…
」
が
正
し
い
。
こ
れ
は
記
憶
に
よ
っ
て
書
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
歌
の
内
容
は
頭
の
中
に
残
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中
学
三
年
ご
ろ
に
町
の
催
し
で
「
君
ベ
ル
リ
ン
を
出
づ
る
時
」
の
唱
歌
を
歌
っ
た
と
回
想
す
る
。
こ
の
「
福
島
中
佐
遠
征
軍
歌
」
は
『
唱
歌
索
引
』（
国
立
音
楽
大
学
編
）
に
よ
る
と
五
十
六
曲
作
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
歌
い
出
し
の
曲
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
木
下
杢
太
郎
（
明
18
―
昭
20
）
は
静
岡
県
の
一
山
村
で
行
商
人
の
女
性
が
提
灯
を
と
も
し
て
福
島
中
佐
の
歌
を
歌
っ
て
い
た
思
い
出
を
記
す
。
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
当
時
の
熱
烈
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
な
お
、
子
供
時
代
の
歌
の
思
い
出
と
し
て
、
わ
ら
べ
う
た
の
「
子
買
お
う
」
（「
子
売
ろ
う
」）、「
か
ご
め
か
ご
め
」
の
変
型
し
た
「
あ
と
の
も
ん
ど
な
た
」
な
ど
の
「
戸
外
の
遊
戯
」、
童
謡
と
し
て
「
手
鞠
歌
」「
羽
子
つ
き
歌
」、
そ
の
他
「
お
月
さ
ん
い
く
つ
」
の
変
型
し
た
歌
な
ど
、
長
い
歌
詞
を
掲
げ
て
思
い
出
を
綴
っ
て
い
る
。
唱
歌
だ
け
で
な
く
、
広
く
子
供
な
り
の
歌
謡
の
世
界
を
十
分
に
楽
し
み
、
遊
ん
で
い
た
。
唱
歌
の
価
値
を
軽
視
し
、
童
謡
に
子
供
ら
し
さ
が
あ
る
と
、
こ
と
さ
ら
喧
伝
し
よ
う
と
す
る
論
に
は
、
拙
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
唱
歌
と
童
謡
・
わ
ら
べ
う
た
が
同
じ
価
値
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
提
示
す
る
だ
け
で
そ
の
反
証
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
安
倍
は
こ
の
『
我
が
生
ひ
た
ち
』
の
一
高
時
代
で
、
寮
歌
に
関
し
て
は
「
春
爛
漫
」（
明
34
）「
嗚
呼
玉
杯
」（
明
35
）「
緑
も
ぞ
濃
き
」（
明
36
）
を
少
し
記
述
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
昭
和
十
五
年
か
ら
六
年
間
、
一
高
校
長
を
務
め
た
こ
と
か
ら
寮
歌
に
つ
い
て
書
く
こ
と
を
抑
え
た
の
か
、
あ
る
い
は
関
心
が
な
か
っ
た
の
か
は
よ
く
分
ら
な
い
。
安
倍
に
と
っ
て
一
高
生
の
こ
ろ
の
苦
い
思
い
出
は
友
人
の
藤
村
操
（
明
19
―
明
36
）
が
明
治
三
十
六
年
五
月
に
日
光
の
華
厳
の
滝
に
投
身
自
殺
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
夜
、
藤
村
が
弟
妹
と
唱
歌
を
歌
っ
て
遊
ん
だ
こ
と
は
既
述
し
た
（
本
誌
三
〇
）。
安
倍
は
そ
の
翌
年
の
一
周
忌
に
当
り
、「
一
高
校
友
会
雑
誌
」
の
追
悼
る
。
ち
な
み
に
、「
紀
元
節
」
は
伊
沢
修
二
の
作
曲
で
あ
る
が
、
弟
の
伊
沢
多
喜
雄
が
安
倍
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、「
こ
の
曲
の
で
き
た
時
、（
弟
に
）
歌
は
せ
、
何
で
も
『
摩
き
伏
し
け
ん
大
御
代
（
大
御
世
が
正
し
い
）
を
』
の
あ
た
り
で
、
僕
の
歌
っ
た
方
が
い
ゝ
と
兄
貴
が
い
っ
て
、
曲
を
改
め
た
」
と
い
う
事
実
を
付
け
加
え
て
い
る
。
名
曲
と
い
わ
れ
る
こ
の
歌
曲
の
成
立
の
逸
話
と
し
て
興
味
深
い
。高
等
小
学
校
の
時
に
日
清
戦
争
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
軍
歌
は
「
一
番
感
激
を
以
て
歌
ひ
、
今
も
よ
く
覚
え
て
居
る
」
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
堀
内
敬
三
が
言
う
よ
う
に
「
こ
れ
ま
で
の
軍
歌
は
す
べ
て
内
容
が
抽
象
的
で
あ
っ
た
が
、
日
清
戦
争
の
歌
は
ほ
と
ん
ど
皆
一
貫
し
た
物
語
を
述
べ
て
い
る
」
の
で
「
戦
記
文
学
の
伝
統
が
躍
動
的
な
軍
歌
調
の
曲
節
と
結
び
つ
い
て
…
…
教
員
が
こ
れ
を
喜
ん
で
教
材
と
し
た
」
の
で
あ
る
（『
音
楽
五
十
年
史
』）。
そ
の
歌
は
「
豊
島
の
戦
」「
喇
叭
の
響
」「
白
神
源
次
郎
」「
婦
人
従
軍
歌
」（
以
上
、
明
27
）「
勇
敢
な
る
水
兵
」（
明
28
）
で
、
歌
い
出
し
の
歌
詞
も
掲
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
白
神
源
次
郎
」
は
「
喇
叭
手
を
讃
え
た
軍
歌
」
で
あ
る
が
「
間
違
だ
と
い
ふ
説
も
あ
る
」
と
付
記
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
堀
内
敬
三
は
「
語
る
に
や
す
き
安
城
の
」
で
始
ま
る
「
喇
叭
の
響
」
の
主
で
あ
る
「
木
口
小
平
の
名
は
最
初
の
報
道
に
な
か
っ
た
の
で
…
…
そ
の
後
誤
っ
て
白
神
源
次
郎
と
伝
え
ら
れ
た
」
と
解
説
す
る
（
前
掲
書
）。
従
っ
て
、
「
勝
ち
誇
り
た
る
軍
隊
は
」
で
始
ま
る
歌
は
白
神
源
次
郎
で
は
な
く
、
木
口
小
平
の
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
安
倍
の
尋
常
科
の
、
明
治
二
十
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
陸
軍
大
将
の
福
島
安
正
中
佐
が
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
す
る
に
際
し
、
シ
ベ
リ
ア
を
騎
馬
で
単
独
横
断
し
、
当
時
の
国
民
を
熱
狂
さ
せ
た
。
安
倍
は
こ
の
こ
と
を
詳
し
く
説
明
し
、
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び
つ
け
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
○
佐
藤
春
夫
（
明
25
―
昭
39
）〈
新
〉
佐
藤
春
夫
は
『
わ
ん
ぱ
く
時
代
』（
昭
33
）
で
唱
歌
の
場
面
を
う
ま
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
小
説
は
「
わ
が
少
年
時
代
と
わ
が
少
年
期
を
過
し
た
ふ
る
さ
と
の
町
と
、
そ
の
時
代
」
を
綴
っ
た
「
自
叙
伝
的
内
容
を
持
っ
た
虚
構
談
」
で
あ
る
と
、「
あ
と
が
き
」
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
事
実
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
意
図
は
、
虚
構
を
用
い
て
は
い
る
が
、
事
実
を
踏
ま
え
て
の
、
あ
り
得
べ
き
少
年
時
代
の
生
き
方
を
造
型
し
、「
わ
た
く
し
に
と
っ
て
の
真
実
を
書
く
」
こ
と
に
あ
り
、
唱
歌
に
限
っ
て
言
う
と
、
作
者
の
心
の
理
想
的
な
あ
り
よ
う
を
示
す
と
い
っ
て
い
い
。
明
治
三
十
四
年
正
月
、
新
宮
第
一
尋
常
小
学
校
三
年
生
の
時
、
拝
賀
式
で
「
一
月
一
日
」（
明
26
）
を
歌
っ
た
後
、「
二
十
世
紀
の
は
つ
日
の
出
」
の
歌
い
出
し
を
引
用
し
、「
日
英
同
盟
の
歌
」（
明
35
）
を
歌
っ
た
。
日
英
同
盟
が
調
印
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
五
年
一
月
で
、
こ
の
年
に
こ
の
唱
歌
が
で
き
た
。
し
か
し
、
作
者
は
一
年
早
め
て
い
る
。
こ
れ
は
記
憶
違
い
に
よ
る
も
の
か
、
こ
の
唱
歌
を
歌
っ
た
こ
と
を
意
図
的
に
こ
の
年
に
持
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
の
か
。
こ
の
年
の
四
月
に
転
校
生
が
入
学
し
、
こ
の
少
年
と
の
交
流
が
中
心
と
な
っ
て
物
語
が
発
展
す
る
。
し
か
も
こ
の
生
徒
の
「
創
造
」
は
虚
構
で
あ
り
、
主
人
公
と
作
者
の
「
分
身
」
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。（
講
談
社
版
の
全
集
五
、
解
説
。
中
谷
孝
雄
）。
こ
の
歌
を
「
勢
ひ
の
よ
い
曲
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
は
元
気
旺
盛
な
少
年
時
代
の
始
り
を
そ
れ
と
な
く
暗
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
十
五
歳
の
時
、
こ
の
友
人
の
義
理
の
姉
と
別
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
少
女
は
「
身
の
上
を
語
り
終
る
と
…
…
気
を
変
へ
た
や
う
に
急
に
立
ち
上
り
、
声
を
張
り
上
げ
て
…
…
そ
の
こ
ろ
特
集
号
に
「
我
が
友
を
憶
ふ
」
を
発
表
し
た
（『
選
集
』
三
、
昭
24
）。
（
藤
村
が
自
殺
し
た
後
の
）
去
年
の
夏
休
は
、
我
れ
塵
の
都
に
過
し
ぬ
。
…
…
我
れ
唯
天
の
一
方
を
顧
望
し
て
、
ひ
た
す
ら
沈
吟
を
事
と
し
ぬ
。
心
の
み
は
君
が
母
君
を
慰
め
ん
と
、
毎
夜
の
如
く
君
の
家
を
訪
ひ
、
君
が
遺
影
を
前
に
し
て
、
君
が
弟
君
妹
君
と
声
合
せ
て
、
歌
う
た
ふ
を
常
と
し
け
る
も
、
誰
か
は
た
し
て
慰
め
ら
る
る
人
な
り
け
む
。
こ
こ
で
歌
っ
た
歌
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
田
辺
尚
雄
に
よ
る
と
、
藤
村
は
も
と
も
と
音
楽
が
好
き
で
、
田
辺
の
勧
誘
に
よ
り
一
高
音
楽
部
に
入
り
、
田
辺
が
バ
イ
オ
リ
ン
を
教
え
、
二
、
三
ヶ
月
後
で
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
回
想
す
る
（『
明
治
音
楽
物
語
』
昭
40
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
の
歌
は
必
ず
し
も
唱
歌
と
限
定
で
き
な
い
が
、
自
殺
の
前
夜
に
も
弟
妹
と
歌
っ
て
い
る
の
で
、
唱
歌
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
藤
村
は
投
身
後
、
四
十
日
た
っ
て
遺
骸
が
発
見
さ
れ
た
。
安
倍
は
藤
村
の
お
じ
、
那
珂
通
世
と
と
も
に
現
地
に
行
き
、
翌
日
、
滝
口
に
昇
っ
て
、
下
を
見
下
ろ
し
、
次
の
よ
う
な
思
い
に
と
ら
わ
れ
た
（「
華
厳
の
滝
」、『
選
集
』
二
、
昭
23
）。
眼
の
及
ぶ
谷
一
面
が
す
っ
か
り
濃
霧
に
包
ま
れ
て
、
つ
い
四
五
丈
の
下
は
も
う
見
え
な
い
。
濛
々
と
し
た
白
霧
は
ふ
は
ふ
は
と
綿
を
幾
百
層
も
積
み
重
ね
た
や
う
で
あ
り
、
耳
を
聾
す
る
瀑
声
も
、
じ
っ
と
聴
き
澄
ま
し
て
ゐ
る
と
、
幾
千
人
の
少
年
少
女
の
合
唱
が
そ
の
奥
か
ら
響
い
て
来
る
や
う
な
気
持
が
し
て
…
…
そ
の
ま
ま
無
造
作
に
そ
の
綿
の
上
に
こ
ろ
び
た
い
や
う
な
誘
惑
を
感
じ
た
。
こ
こ
で
瀑
布
の
音
を
「
少
年
少
女
の
合
唱
」
と
感
じ
取
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
友
人
を
悼
む
心
の
根
底
に
一
貫
し
て
歌
を
歌
う
こ
と
が
あ
り
、
両
者
を
結
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こ
の
活
発
な
雄
心
が
学
校
外
の
遊
び
と
し
て
戦
争
ご
っ
こ
に
現
れ
る
。「
全
軍
は
敵
に
近
づ
い
た
ら
、
全
員
声
を
そ
ろ
へ
て
元
気
よ
く
」、「
戦
は
ん
か
な
　
時
い
た
る
！
」
を
歌
っ
た
。
作
者
が
こ
の
歌
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
即
ち
、「
ど
こ
か
の
中
学
校
の
野
球
応
援
歌
」
で
あ
る
こ
と
、
鳥
羽
の
商
船
学
校
生
が
「
町
の
中
学
生
間
に
は
や
ら
し
た
も
の
を
聞
き
か
じ
っ
て
ゐ
た
」
こ
と
、「
単
調
な
ふ
し
を
た
だ
ど
な
っ
て
ゐ
る
」
だ
け
で
、「
文
句
は
い
つ
ま
で
も
同
じ
一
句
…
…
を
繰
り
返
す
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
小
説
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
は
大
体
に
お
い
て
正
し
い
。
以
下
、
そ
の
考
証
を
示
す
。
一
高
東
寮
寮
歌
「
ア
ム
ー
ル
川
」（
明
34
）
は
同
じ
年
の
西
寮
寮
歌
「
春
爛
漫
」
と
と
も
に
、
生
徒
が
作
詞
作
曲
し
た
初
め
て
の
本
格
的
な
寮
歌
で
あ
っ
た
。
前
者
は
塩
田
環
作
詞
、
栗
林
宇
一
作
曲
で
あ
る
が
、
作
曲
者
に
つ
い
て
は
永
井
建けん
子し
と
い
う
説
も
あ
っ
た
（
堀
内
敬
三
、
前
掲
書
）。
し
か
し
、
そ
の
後
、
一
高
同
窓
会
の
調
査
に
よ
り
、
昭
和
五
十
一
年
に
栗
林
作
曲
と
確
定
し
た
（
金
田
一
春
彦
他
『
日
本
の
唱
歌
』）。
た
だ
、
偕
行
社
編
の
『
軍
歌
　
雄
叫
』（
平
8
）
に
よ
る
と
、
山
陰
樵
夫
作
詞
「
ホ
ー
ヘ
ン
リ
ン
デ
ン
の
夜
襲
」（
明
20
）
を
「『
万
朶
の
桜
』
の
譜
」
と
し
、
同
時
に
、「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
替
歌
「
歩
兵
の
歌
」（
右
の
「
万
朶
の
桜
」）
を
永
井
建
子
の
作
曲
と
し
て
い
る
。
右
の
記
述
が
正
し
い
と
す
る
と
逆
に
「
ア
ム
ー
ル
川
」
が
明
治
二
十
年
の
軍
歌
の
替
歌
と
な
る
。
一
方
、
永
井
作
曲
を
誤
伝
と
す
る
と
、「
ホ
ー
ヘ
ン
リ
ン
デ
ン
の
夜
襲
」
の
当
時
の
曲
は
不
明
で
、
後
に
、「
歩
兵
の
歌
」
の
譜
で
歌
い
直
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
曲
は
実
際
歌
っ
て
み
る
と
、
寮
歌
ら
し
く
な
く
、
軍
歌
調
の
、
元
気
な
行
進
曲
風
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
に
史
料
が
望
め
ず
、
存
疑
と
し
て
お
く
。
さ
て
、
こ
の
三
年
後
の
三
十
七
年
二
月
五
日
、
一
高
紀
念
祭
で
寮
歌
「
ウ
ラ
ル
は
や
り
始
め
て
ゐ
た
」、「
荒
城
の
月
」（
明
34
）
を
歌
い
出
し
た
。
少
年
も
「
声
を
合
し
て
お
ぼ
ろ
月
に
向
っ
て
歌
っ
た
」。
こ
の
唱
歌
は
ま
さ
に
こ
の
場
面
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。
栄
枯
盛
衰
の
無
常
な
る
も
の
は
単
に
物
と
し
て
の
城
だ
け
で
は
な
い
。
人
の
生
涯
、
人
と
人
と
の
仲
も
時
の
経
過
と
と
も
に
変
り
、
い
ず
れ
は
消
え
て
い
く
。
こ
れ
に
続
い
て
、
島
崎
藤
村
の
、
明
治
三
十
一
年
発
行
の
詩
集
『
夏
草
』
所
収
の
「
晩
春
の
別
離
」
の
第
一
連
「
…
…
恨
は
友
の
別
れ
よ
り
／
さ
ら
に
長
き
は
な
か
る
ら
ん
」
を
「
思
ひ
浮
べ
て
、
そ
の
実
感
を
味
ひ
な
が
ら
」、
二
人
で
歩
く
。
唱
歌
「
荒
城
の
月
」
と
藤
村
詩
「
晩
春
の
別
離
」
が
相
即
し
、
響
き
合
っ
て
、
活
発
な
思
春
期
の
も
う
一
つ
の
淡
い
恋
情
の
悲
愁
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
他
、「
丹に
鶴づる
の
城
の
山
か
げ
に
」
で
始
る
歌
を
歌
っ
て
小
学
校
の
「
開
校
記
念
日
を
祝
ひ
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
は
既
に
「
私
の
父
と
父
の
鶴
と
の
話
」
（
大
9
）
に
歌
わ
れ
て
い
て
、
父
と
子
と
鶴
と
の
交
流
の
思
い
出
が
ほ
の
ぼ
の
と
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
は
小
学
校
単
独
に
こ
の
祝
歌
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
唱
歌
「
開
校
記
念
日
」
が
で
き
た
の
は
明
治
四
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
毎
年
、
十
一
月
三
日
、
明
治
の
天
長
節
…
…
を
期
し
て
、
町
の
三
小
学
の
…
…
連
合
運
動
会
」
が
催
さ
れ
た
。
児
童
は
朝
早
く
か
ら
編
隊
で
「
勇
敢
な
る
水
兵
」
（
明
28
）
の
歌
な
ど
を
歌
い
「
町
内
を
練
り
…
…
日
章
旗
や
軍
艦
旗
な
ど
を
朝
風
に
吹
き
な
び
か
せ
る
」。
こ
の
こ
と
は
「
秋
の
運
動
会
」（
昭
17
）
に
も
あ
り
、
「
今
も
と
き
ど
き
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
で
聞
く
歌
」
で
、「
そ
れ
を
聞
く
と
む
か
し
小
学
三
年
生
ご
ろ
の
こ
と
を
思
ひ
出
し
て
、
な
つ
か
し
く
な
」
る
と
述
べ
て
い
る
（
臨
川
書
店
版
『
全
集
』
十
一
、
平
11
）。
軍
歌
が
学
校
対
抗
の
運
動
会
の
士
気
を
高
め
る
た
め
自
然
に
歌
わ
れ
る
。
明
治
期
の
少
年
の
心
意
気
の
一
面
を
示
し
て
い
る
。
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曲
を
借
り
て
応
援
歌
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
」（
金
田
一
他
、
前
掲
書
）。
一
高
に
話
を
戻
す
と
、
一
高
の
ス
ポ
ー
ツ
の
対
外
試
合
、
特
に
野
球
の
応
援
歌
と
し
て
こ
の
句
が
愛
用
さ
れ
た
。
そ
の
年
次
を
正
確
に
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
文
献
に
よ
る
初
出
は
、
丘
の
蛙
著
『
一
高
三
高
学
生
生
活
　
寮
の
さ
ゝ
や
き
』（
大
5
）
で
、
一
高
の
野
次
団
に
よ
る
「
戦
は
む
哉
時じ
期き
来きた
る
。
勝
っ
た
方
が
え
ゝ
」
と
い
う
「
野
次
り
倒
し
で
勝
つ
」
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
服
部
喜
久
雄
編
『
一
高
対
三
高
野
球
戦
史
』（
昭
29
）
に
は
、
大
正
十
年
の
試
合
の
模
様
に
「
戦
わ
ん
か
な
時
い
た
る
　
勝
っ
た
が
エ
エ
」
を
繰
り
返
し
て
記
述
し
、
昭
和
三
、
九
年
に
も
見
ら
れ
る
。
特
に
、
一
高
同
窓
会
編
『
寮
歌
集
』（
昭
31
版
）
に
よ
る
と
、「
対
三
高
戦
四
部
全
勝
歌
」（
昭
9
）
の
五
節
の
う
ち
の
第
三
節
冒
頭
に
「
戦
は
ん
哉
時
機
至
る
」
と
歌
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
歌
い
方
は
、「
一
高
の
応
援
団
が
、
野
球
の
対
抗
試
合
に
臨
む
と
き
に
、
高
ら
か
に
歌
っ
た
。
今
や
試
合
の
開
始
さ
れ
よ
う
と
す
る
…
…
緊
張
の
一
瞬
に
、
突
如
と
し
て
歌
わ
れ
」、
一
〜
四
句
と
も
こ
の
同
じ
歌
詞
で
歌
っ
た
（
保
坂
弘
司
『
若
き
知
性
に
』
昭
28
）。
以
上
に
よ
り
、「
戦
は
ん
か
な
時
機
到
る
」
が
一
高
の
応
援
歌
と
し
て
定
着
し
た
の
は
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
め
ご
ろ
と
推
定
で
き
よ
う
。
こ
の
考
証
を
踏
ま
え
て
、
佐
藤
春
夫
の
作
品
に
戻
る
と
、
佐
藤
自
身
、
母
校
の
後
身
、
和
歌
山
県
立
新
宮
高
校
の
「
新
高
野
球
部
応
援
歌
」（
昭
29
）
を
作
詞
し
て
い
て
、
そ
の
冒
頭
が
「
た
た
か
わ
ん
か
な
時
い
た
る
／
目
に
も
の
見
せ
ん
よ
き
敵
よ
」
な
の
で
あ
る
（
臨
川
書
店
版
『
全
集
』
二
、
平
12
）。
こ
の
こ
と
を
合
せ
考
え
る
と
、
小
学
生
時
代
の
戦
争
ご
っ
こ
で
こ
の
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
虚
構
で
あ
り
、
明
治
四
十
三
年
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
前
後
に
聞
き
覚
え
て
歌
っ
た
経
験
を
右
の
「
応
援
歌
」
や
『
わ
ん
ぱ
く
時
代
』
に
投
影
し
た
と
結
論
づ
の
彼
方
（
征
露
の
歌
）」（
明
37
）
が
発
表
さ
れ
た
。
作
詞
は
青
木
得
三
、
曲
は
右
の
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
譜
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
そ
の
夜
、
熱
気
盛
ん
に
歌
わ
れ
、
翌
六
日
に
日
本
は
ロ
シ
ア
に
国
交
断
絶
を
通
告
し
、
そ
の
翌
七
日
に
開
戦
、
図
ら
ず
も
「
開
戦
の
前
夜
祭
」
と
な
っ
た
（
服
部
龍
太
郎
『
夜
話
　
日
本
の
メ
ロ
デ
ィ
』
昭
46
）。
こ
の
歌
は
全
二
十
節
か
ら
成
り
、
そ
の
十
三
、
十
八
、
十
九
節
の
各
末
尾
に
「
屠
り
尽
さ
ん
と
（
光
り
示
さ
ん
と
、
怨
み
返
さ
ん
と
）
と
き
到
る
」
と
あ
り
、
最
終
節
の
終
り
二
句
を
「
戦
は
ん
か
な
時と
機き
到
る
」
と
繰
り
返
し
て
歌
い
納
め
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
句
が
初
め
て
歌
わ
れ
た
の
が
明
治
三
十
七
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
「
ウ
ラ
ル
の
彼
方
」
は
「
征
露
の
歌
」
と
し
て
軍
歌
集
に
採
録
さ
れ
、
同
年
に
『
興
国
新
唱
歌
』（
明
37
、
月
城
桂
夫
作
詞
）『
新
定
学
校
軍
歌
集
』（
明
43
）
『
軍
歌
傑
作
集
』（
明
44
）
と
続
い
て
、
広
く
普
及
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
曲
と
、「
戦
は
ん
か
な
時
機
到
る
」
の
句
が
世
に
知
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
示
す
好
例
と
し
て
、
こ
の
「
曲
が
単
純
で
、
歌
い
や
す
い
こ
と
か
ら
広
く
歓
迎
さ
れ
」、
前
述
の
陸
軍
幼
年
学
校
の
「
歩
兵
の
歌
（
歩
兵
の
本
領
）」
の
替
歌
と
な
り
（
金
田
一
他
、
前
掲
書
）、
一
層
、
親
し
ま
れ
た
。
こ
の
「
歩
兵
の
歌
」
の
制
作
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、「
奉
天
戦
の
活
動
は
」
と
い
う
歌
詞
か
ら
「
日
露
戦
争
に
お
け
る
奉
天
の
戦
い
（
三
十
八
年
三
月
）
以
降
（
お
そ
ら
く
か
な
り
後
）」
と
さ
れ
て
い
る
（
穂
積
重
行
『
寮
歌
の
時
代
』
平
3
）。
堀
内
敬
三
は
明
治
四
十
二
、
三
年
の
こ
ろ
と
、
特
に
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
が
、
推
定
す
る
（
前
掲
書
）。
ま
た
、「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」（
大
11
）
と
い
う
メ
ー
デ
ー
の
労
働
歌
（
行
進
曲
）
の
曲
と
し
て
歌
わ
れ
、「
全
国
の
小
学
校
・
中
学
校
な
ど
で
こ
の
唱歌と現代文学（下の二・完） 209（ 8）
「
波
間
の
舟
ひ
と
葉
」、「
ゆ
ふ
べ
暮
鐘
に
誘
は
れ
て
／
訪と
ふ
は
山
寺
の
松
の
風
」
と
、
自
然
の
ま
ま
に
心
を
開
き
放
っ
て
い
る
。
岡
は
こ
れ
に
共
感
し
て
、「
自
分
の
心
の
琴
線
を
思
う
ま
ま
に
か
き
鳴
ら
し
て
、
そ
れ
に
凝じ
っ
と
聞
き
入
っ
て
い
る
」
と
、
孔
明
の
「
若
か
っ
た
勉
強
の
仕
方
」
に
学
ぼ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
孔
明
は
「
森
羅
万
象
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
的
に
把
握
」
し
た
と
共
鳴
す
る
（『
春
風
夏
雨
』）。
こ
れ
を
分
り
や
す
く
言
う
と
、「
予
定
ま
で
サ
ッ
と
や
っ
て
、
あ
と
は
心
を
遊
ば
せ
、
目
を
遊
ば
せ
た
」
勉
強
法
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
（『
月
影
』）。
こ
こ
で
、
作
曲
さ
れ
た
第
一
章
で
な
く
、
他
の
箇
所
を
今
、
取
り
上
げ
て
論
じ
る
の
は
、
こ
の
詩
が
既
述
の
新
体
詩
の
歴
史
唱
歌
と
同
列
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
岡
は
「
こ
ん
な
詩
歌
が
昔
か
ら
大
好
き
で
、
高
校
生
時
分
に
よ
く
大
声
で
朗
唱
し
な
が
ら
京
都
の
街
を
散
歩
し
た
」
こ
と
か
ら
、
唱
歌
な
み
に
扱
っ
て
よ
い
。「
今
の
高
校
生
も
時
に
こ
う
し
た
歯
切
れ
の
よ
い
詩
で
、
気
持
を
高
め
る
歌
を
朗
々
と
唱
す
る
の
が
必
要
で
」、
そ
う
で
な
い
と
、「
電
気
が
背
骨
に
通
り
に
く
く
な
り
、
感
激
性
の
な
い
人
間
が
で
き
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
い
う
（『
春
風
夏
雨
』）。
唱
歌
、
詩
歌
が
情
緒
を
育
て
、
人
間
生
活
に
資
す
る
本
質
面
に
関
わ
る
こ
と
を
こ
こ
で
も
主
張
し
て
い
る
。
岡
の
著
作
に
『
一
葉
舟
』（
昭
43
）
が
あ
る
。
こ
の
書
名
は
あ
と
が
き
に
も
あ
る
よ
う
に
、
右
の
詩
の
「
舟
ひ
と
葉
」、
ま
た
、
第
三
節
の
「
一
葉
軽
く
棹
さ
し
て
」
に
基
づ
い
て
い
る
。「
私
は
、
始
め
は
今
の
日
本
の
あ
れ
も
こ
れ
も
皆
い
け
な
い
と
い
っ
て
し
ま
い
た
か
っ
た
し
、
そ
れ
が
す
ん
で
か
ら
は
、
学
問
に
つ
い
て
し
み
じ
み
話
し
て
み
た
か
っ
た
」
と
し
て
、
や
は
り
、
こ
の
「
閑
雲
野
鶴
…
…
」
を
引
用
し
て
い
る
。
岡
の
数
学
研
究
の
基
本
的
な
姿
勢
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。
次
に
、
こ
の
詩
の
第
六
章
第
九
節
か
ら
、
死
に
方
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
し
て
い
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
一
高
の
応
援
歌
が
和
歌
山
県
南
端
の
町
に
ま
で
広
く
伝
わ
っ
て
い
た
。
明
治
少
年
の
血
気
を
駆
き
立
て
、
青
雲
の
志
を
奮
い
起
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
の
長
短
編
の
小
説
に
唱
歌
が
歌
わ
れ
る
場
面
は
そ
の
作
風
か
ら
言
っ
て
見
出
し
得
な
い
が
、
自
伝
的
な
回
想
小
説
に
少
し
で
は
あ
る
が
、
場
面
に
応
じ
て
効
果
的
に
描
い
て
い
る
。
虚
構
を
用
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
少
年
の
唱
歌
へ
の
心
情
に
籠
る
真
実
を
明
ら
か
に
し
得
た
の
で
あ
る
。
○
岡
　
潔
（
明
34
―
昭
53
）
岡
潔
は
土
井
晩
翠
の
「
荒
城
の
月
」（
明
34
）
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
の
中
核
を
包
む
心
情
の
流
れ
を
感
じ
取
っ
た
（
本
誌
三
三
）。
岡
は
こ
の
歌
に
限
ら
ず
、
晩
翠
の
詩
に
少
年
時
代
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
、
日
ご
ろ
口
ず
さ
ん
で
い
た
。
そ
の
一
つ
が
と
い
う
よ
り
、
そ
の
根
底
を
な
し
て
い
た
の
が
「
星ほし
落おつ
秋
し
ゅ
う
風ふう
五
丈
原
」（
明
31
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
英
雄
諸
葛
亮
（
孔
明
）
の
生
涯
を
叙
べ
る
全
七
章
の
長
編
詩
で
、
そ
の
第
一
章
が
作
曲
し
て
歌
わ
れ
た
。
作
曲
者
と
そ
の
年
次
は
未
詳
で
あ
る
が
、『
新
体
詩
漢
詩
学
生
必
吟
集
』（
明
43
）
に
初
め
て
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
は
「
も
と
も
と
軍
歌
の
意
味
で
作
ら
れ
た
歌
詞
で
は
な
か
っ
た
が
、
軍
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た
」（
金
田
一
春
彦
他
・
前
掲
書
）
も
の
で
、
詩
集
『
天
地
有
情
』（
明
32
）
の
中
で
「
暮
鐘
」
と
と
も
に
広
く
学
生
、
青
年
に
流
布
し
た
。岡
は
著
作
の
中
で
、
こ
の
第
一
章
の
歌
曲
に
つ
い
て
は
一
言
も
せ
ず
、
と
り
わ
け
第
二
章
第
二
節
に
、
前
稿
で
分
類
し
た
「
生
き
る
姿
勢
、
考
え
る
態
度
を
教
え
る
唱
歌
」
と
同
じ
価
値
を
持
つ
ほ
ど
に
愛
誦
し
た
。「
閑
雲
野
鶴
空
濶ひろ
く
／
風
に
嘯
く
身
は
ひ
と
り
」
と
、
孔
明
が
孤
独
に
澄
み
切
っ
た
心
境
に
、「
湖
上
」
で
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質
」（『
一
葉
舟
』）
が
あ
り
、
岡
に
と
っ
て
は
歴
史
す
る
こ
と
は
情
操
を
養
い
、
情
緒
を
培
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
日
本
の
歴
史
は
伊
勢
の
内
宮
さ
ま
を
心
の
太
陽
と
仰
ぐ
人
た
ち
の
行
為
に
現
わ
れ
た
心
情
の
美
の
玉
を
、
皇
統
と
い
う
緒
で
貫
い
た
も
の
で
あ
る
」（『
一
葉
舟
』）
と
独
特
の
表
現
を
し
て
、
こ
の
詩
に
歌
う
「
情
」
を
歴
史
の
中
か
ら
汲
み
取
り
、
感
得
し
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
、
岡
の
決
定
的
な
体
験
を
付
け
加
え
よ
う
。
岡
は
昭
和
四
年
、
数
学
研
究
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
船
旅
の
途
次
、「
数
え
年
二
十
九
歳
の
と
き
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
渚
に
立
っ
た
と
き
、
突
然
強
烈
き
わ
ま
り
な
い
懐
か
し
さ
の
情
に
襲
わ
れ
た
」（『
一
葉
舟
』）。
こ
の
「
懐
か
し
さ
」
は
「
今
か
ら
三
万
年
ぐ
ら
い
前
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
ほ
ど
の
悠
久
な
も
の
で
あ
り
、
続
い
て
、
晩
翠
の
「
閑
雲
夜
鶴
空
濶
く
…
…
」
を
引
用
す
る
。
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
南
洋
か
ら
北
上
し
て
き
た
原
日
本
人
か
ら
続
く
日
本
の
歴
史
が
我
が
身
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
直
感
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
自
身
が
永
続
す
る
歴
史
に
つ
な
が
り
、
そ
の
先
端
に
在
っ
て
、
ま
さ
に
日
本
人
そ
の
も
の
で
あ
る
と
瞬
時
に
し
て
悟
っ
た
。
遺
稿
『
春
雨
の
曲
』（
未
完
、
こ
こ
は
私
家
版
。
昭
53
）
に
は
こ
の
時
、「
日
本
民
族
は
常
住
に
し
て
変
易
な
し
」
と
つ
ぶ
や
い
た
と
い
う
（
高
瀬
正
仁
『
評
伝
岡
潔
　
星
の
章
』）。
こ
の
「
星
落
秋
風
五
丈
原
」
の
詩
句
は
そ
の
時
に
思
い
浮
べ
た
の
で
は
な
く
、
執
筆
者
の
心
の
反
映
か
ら
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
少
年
時
代
か
ら
愛
好
し
て
き
た
詩
が
い
つ
ま
で
も
心
の
琴
線
に
鳴
り
響
く
と
い
う
真
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
体
験
は
拙
稿
（
本
誌
三
一
）
で
述
べ
た
島
崎
藤
村
の
『
海
へ
』（
大
7
）
に
共
通
す
る
。
藤
村
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
帰
途
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
日
本
人
の
女
の
子
が
「
鉄
道
唱
歌
」（
明
33
）
を
歌
う
姿
に
、
不
愉
快
な
気
持
る
。「
功
名
い
づ
れ
夢
の
あ
と
／
消
え
ざ
る
も
の
は
た
だ
誠
／
心
を
尽
し
身
を
致
し
／
成
否
を
天
に
委
ね
て
は
／
魂
遠
く
離
れ
ゆ
く
」
を
引
き
、
孔
明
の
「
死
に
ぎ
わ
」
を
想
像
し
、「
少
し
も
死
そ
の
も
の
を
恐
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
。「
眠
れ
る
神
」
た
る
人
が
「
日
本
民
族
に
属
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
天
の
調
べ
が
夢
路
に
通
う
…
…
そ
の
響
き
は
、
個
人
生
活
の
場
合
に
比
べ
て
、
比
較
を
絶
し
て
強
い
」
と
述
べ
る
（『
神
々
の
花
園
』）。
こ
れ
は
自
我
的
な
自
己
を
超
え
、
神
に
近
づ
い
た
境
地
に
生
き
、
死
ぬ
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
前
稿
で
、「
日
本
人
の
心
情
、
生
き
方
を
教
え
る
唱
歌
」
と
分
類
し
た
も
の
に
相
当
す
る
。
岡
は
晩
翠
の
他
の
詩
も
愛
誦
し
た
。「
暮
鐘
」（
明
31
）
の
結
尾
の
「
ゆ
ふ
入
相
の
鐘
の
声
」
を
日
本
人
の
歴
史
上
の
人
物
に
求
め
、
弟
橘
媛
命
、
菟
道
稚
郎
子
や
楠
木
正
成
の
最
期
に
響
か
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
理
事
無
礙
の
善
行
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
讃
え
る
（『
春
風
夏
雨
』）。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
先
人
は
普
遍
的
な
真
理
と
表
面
的
な
現
象
が
一
体
不
二
で
神
の
一
心
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
神
の
御
心
に
適
っ
た
清
澄
な
行
為
の
不
易
性
、
永
遠
性
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
日
夏
耿
之
介
は
「
昔
な
が
ら
人
生
変
易
を
夕
の
鐘
に
こ
と
よ
せ
て
歌
っ
た
『
古
風
な
ソ
ン
グ
』
で
…
…
日
本
民
族
が
確
か
に
感
じ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
…
…
表
白
し
た
」
と
評
す
る
（『
明
治
大
正
詩
史
』
上
）。
岡
は
岡
ら
し
い
表
現
で
、
日
本
民
族
の
根
源
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
暁
鐘
』（
明
34
）
中
の
「
万
里
長
城
の
歌
」
第
七
章
に
あ
る
「
人
生
旧
を
傷
み
て
は
／
千
古
替
ら
ぬ
情
の
歌
」
は
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
「
荒
城
の
月
」
に
続
い
て
連
想
し
た
も
の
で
あ
る
。
岡
は
こ
の
詩
句
に
「
歴
史
の
根
本
」
を
感
じ
取
り
、
そ
れ
は
「
情
操
の
お
も
し
ろ
さ
に
あ
り
、
簡
潔
な
文
語
体
の
描
写
に
つ
き
ぬ
興
味
を
そ
そ
ら
れ
て
い
た
」（『
春
宵
十
話
』）。
こ
の
句
に
は
「
詩
の
本
唱歌と現代文学（下の二・完） 207（ 10）
こ
れ
は
『
文
壇
句
会
今
昔
拾
遺
』（
全
集
、
同
右
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
歌
」
は
唱
歌
の
「
紀
元
節
」（
明
21
）
に
違
い
な
く
、
作
者
の
子
供
の
こ
ろ
と
同
じ
よ
う
に
今
年
も
ど
こ
か
ら
か
紀
元
節
を
祝
う
歌
が
風
に
乗
っ
て
聞
え
て
き
た
。
早
春
の
、
さ
わ
や
か
な
明
る
さ
に
包
ま
れ
た
心
の
和
む
情
景
が
淡
々
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
永
井
は
短
編
小
説
の
表
現
方
法
に
、
簡
潔
と
省
略
の
俳
句
的
手
法
を
用
い
て
い
て
、
謙
抑
的
に
言
葉
を
少
な
く
切
り
詰
め
、
市
井
の
人
と
世
の
一
断
面
を
切
り
取
っ
て
的
確
に
表
す
。
永
井
は
東
京
の
神
田
に
生
れ
、
錦
華
小
学
校
三
年
生
か
ら
の
担
任
を
「
生
涯
の
恩
人
」
の
一
人
と
し
て
「
綴
方
教
育
の
熱
心
な
指
導
を
得
て
、
表
現
の
よ
ろ
こ
び
を
知
り
」
と
回
想
し
て
い
る
（
全
集
二
、「
校
正
を
終
っ
て
」
昭
56
）。
こ
れ
を
受
け
て
小
泉
信
三
の
次
女
、
小
泉
タ
エ
は
永
井
の
次
の
俳
句
を
紹
介
し
た
（「
め
ぐ
り
あ
い
」
全
集
十
二
月
報
、
昭
57
）。
当
直
の
師
を
訪
ね
け
り
夕
ざ
く
ら
廊
下
尽
き
て
唱
歌
室
あ
り
春
の
雪
こ
の
句
は
全
集
に
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
制
作
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
後
者
は
母
校
を
再
訪
し
て
、
誰
一
人
い
な
い
校
舎
の
廊
下
を
歩
き
、
そ
の
突
き
当
り
の
唱
歌
室
の
前
に
懐
し
く
佇
ん
で
い
る
。
そ
の
か
み
の
唱
歌
の
授
業
の
場
面
が
頭
に
去
来
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
師
の
恩
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
永
井
は
こ
の
よ
う
に
唱
歌
を
俳
句
的
風
景
の
中
に
描
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
永
井
は
小
説
以
外
に
自
ら
「
雑
文
」
と
称
し
て
、
随
筆
を
数
多
く
執
筆
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
唱
歌
の
場
面
が
か
な
り
出
て
く
る
。
そ
の
初
出
は
昭
和
四
十
一
年
か
ら
で
、
還
暦
を
少
し
越
え
た
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
、
発
表
年
次
の
順
を
追
っ
て
、
そ
の
意
識
や
心
情
を
読
み
解
い
て
い
こ
う
。
ま
ず
、「
さ
く
ら
の
こ
ろ
」（
昭
に
な
り
な
が
ら
も
、
西
洋
と
は
異
な
る
日
本
の
あ
り
方
を
感
じ
取
り
、
西
洋
人
と
は
違
っ
た
日
本
人
の
生
き
方
を
歴
史
的
に
辿
ろ
う
と
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
こ
こ
か
ら
北
上
す
れ
ば
祖
国
日
本
に
達
す
る
。
日
本
人
に
日
本
を
意
識
さ
せ
、
目
覚
め
さ
せ
る
重
要
な
地
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
岡
は
晩
翠
の
「
星
と
花
」（
明
32
）
も
「
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
同
じ
『
星
と
花
』
と
い
う
表
題
の
晩
年
の
未
公
表
エ
ッ
セ
イ
が
遺
さ
れ
て
い
る
」（
前
掲
『
評
伝
岡
潔
　
花
の
章
』）。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
公
刊
さ
れ
た
著
作
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
岡
の
生
涯
に
わ
た
る
晩
翠
詩
の
人
生
的
な
意
義
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
○
永
井
龍
男
（
明
37
―
平
２
）〈
新
〉
短
編
小
説
の
名
手
と
し
て
日
常
の
生
活
を
生
き
る
庶
民
の
人
情
と
感
情
の
機
微
を
静
謐
に
し
て
淡
泊
、
抑
制
的
な
文
章
で
描
い
た
永
井
龍
男
は
、
唱
歌
に
対
し
て
も
地
味
で
は
あ
る
が
温
か
い
心
を
寄
せ
て
い
た
。
ま
ず
、
独
自
の
短
編
の
表
現
方
法
に
影
響
を
与
え
た
俳
句
の
作
品
に
つ
い
て
述
べ
る
。
厨くり
女やめ
が
唱
歌
う
た
ふ
や
花
木む
槿くげ
（
昭
18
）
こ
れ
は
『
文
壇
句
会
今
昔
』（
昭
48
。
全
集
十
二
、
昭
57
。）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
朝
に
咲
い
て
夕
に
し
ぼ
む
木
槿
の
花
の
咲
く
初
秋
の
こ
ろ
、
台
所
仕
事
の
女
性
が
静
か
に
唱
歌
を
歌
っ
て
い
る
風
景
で
あ
る
。
こ
の
「
唱
歌
」
は
必
ず
し
も
学
校
唱
歌
と
特
定
で
き
な
い
が
、
孤
独
で
閑
寂
な
雰
囲
気
の
中
、
仕
事
を
し
な
が
ら
歌
っ
て
い
る
。
昭
和
十
八
年
に
は
既
に
唱
歌
と
い
う
語
は
学
校
唱
歌
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
永
井
の
老
年
に
至
る
創
作
態
度
（
後
述
）
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
は
「
厨
女
」
が
小
学
校
時
代
に
習
っ
た
唱
歌
で
あ
ろ
う
。
風
に
乗
る
歌
の
今
年
も
紀
元
節
（
昭
19
）
206 若井　勲夫 （ 11）
生
彩
を
帯
び
て
く
る
（
た
だ
し
、
国
定
図
画
教
科
書
第
一
―
三
期
を
調
べ
て
も
「
春
の
潮
」
の
画
材
は
な
か
っ
た
）。
次
に
「
運
動
会
」（「
灰
皿
抄
」
昭
44
）
で
、
玉
入
れ
競
技
で
入
っ
た
「
マ
リ
の
数
を
大
声
で
数
え
上
げ
る
頃
が
、
そ
の
日
の
最
高
潮
で
あ
ろ
う
か
。
あ
あ
、
あ
の
競
技
が
終
っ
た
の
だ
な
と
思
っ
て
い
る
と
、
や
が
て
し
ば
ら
く
し
た
静
け
さ
の
中
か
ら
君
が
代
の
斉
唱
が
わ
き
上
る
」
と
述
べ
る
。
盛
り
上
り
か
ら
静
か
な
終
熄
へ
、
喚
声
か
ら
沈
静
へ
と
い
う
一
点
に
「
君
が
代
」（
明
13
初
演
）
が
聞
え
て
く
る
。
こ
の
動
き
の
変
化
の
切
り
取
り
方
の
妙
に
永
井
の
特
色
が
あ
る
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
早
く
「
妙
高
山
麓
」（
昭
13
）
で
「
昭
和
十
一
年
秋
の
静
養
日
記
」
の
九
月
、「
子
供
ら
の
歌
」
と
し
て
「
村
童
一
人
は
君
が
代
、
一
人
は
土
地
の
童
謡
ら
し
き
も
の
」
を
歌
っ
た
と
書
き
留
め
て
い
る
。
当
時
の
山
村
の
一
風
景
で
あ
る
。「
故ふる
郷さと
」（
大
3
）
の
唱
歌
は
「
東
京
の
町
中
の
子
供
だ
っ
た
私
」
に
は
格
別
の
思
い
が
あ
る
。
こ
の
歌
を
今
で
も
耳
に
す
る
と
「
ど
う
し
て
自
分
に
だ
け
そ
う
い
う
ふ
る
さ
と
が
な
い
の
か
、
と
て
も
悲
し
か
っ
た
。
…
…
田
舎
へ
、
夏
休
み
に
な
る
と
出
か
け
て
い
く
友
だ
ち
が
、
ど
の
く
ら
い
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
こ
と
か
」
と
、「
栗
の
い
が
」（
同
右
）
で
回
想
す
る
。
こ
の
部
分
が
五
年
後
の
「
鯉
の
川
」
（
昭
49
）
に
再
掲
さ
れ
、「
そ
の
歌
の
文
句
が
ほ
ん
と
だ
っ
て
こ
と
を
子
供
た
ち
に
見
せ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
趣
旨
で
「
小
学
校
生
徒
を
二
百
人
ば
か
り
、
奥
多
摩
の
河
原
へ
連
れ
て
行
っ
た
」
と
い
う
新
聞
記
事
を
家
人
と
話
題
に
す
る
。
大
正
初
め
の
唱
歌
が
昭
和
後
半
に
な
っ
て
も
、
単
に
懐
し
い
と
い
う
感
情
で
は
な
く
、
教
育
活
動
に
生
か
さ
れ
、
そ
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
唱
歌
の
作
用
す
る
力
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
41
）
は
「
身
辺
即
事
」
と
い
う
小
題
の
も
と
の
雑
文
で
あ
る
。「
で
き
る
だ
け
、
子
供
た
ち
は
ほ
っ
て
お
き
た
い
…
…
遠
く
か
ら
、
そ
れ
と
な
く
見
守
っ
て
い
た
い
と
思
う
」
作
者
は
、「
桜
の
咲
く
頃
に
な
る
と
、
必
ず
思
い
出
す
光
景
」
を
描
く
。
そ
れ
は
市
街
電
車
を
追
い
駆
け
て
、
飛
び
乗
っ
た
り
、
や
ぐ
ら
に
乗
っ
て
電
車
の
修
理
を
見
た
後
、
飛
び
降
り
る
「
冒
険
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
電
車
の
道
は
十
文
字
」
と
い
う
「
電
車
唱
歌
」（
明
38
）
の
歌
詞
の
一
節
を
引
用
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
す
る
主
観
的
な
思
い
は
一
言
も
表
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
前
述
の
俳
句
的
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
奥
底
に
深
い
心
情
が
湛
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
と
同
じ
場
面
を
実
は
「
手
袋
の
か
た
っ
ぽ
」（
昭
18
）
と
い
う
小
説
の
中
に
描
い
て
い
た
。
こ
の
同
じ
時
期
に
前
述
の
俳
句
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
小
説
の
風
景
を
二
十
年
後
の
「
雑
文
」
に
再
び
子
供
の
「
生
長
」
と
関
連
づ
け
て
述
べ
た
。
決
し
て
声
高
に
主
張
し
な
い
が
、
唱
歌
へ
の
静
か
な
情
熱
を
汲
み
取
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
小
説
で
「
子
供
た
ち
が
電
車
好
き
な
の
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
作
者
は
、
電
車
に
因
ん
だ
作
品
を
、
例
え
ば
「
新
し
い
電
車
」（
大
13
）「
青
電
車
」（
昭
25
）「
電
車
を
降
り
て
」（
昭
31
）「
江
ノ
電
今
昔
」（
昭
55
）
と
、
執
拗
に
描
い
て
い
る
。
こ
こ
に
「
電
車
唱
歌
」
が
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
右
の
「
手
袋
の
か
た
っ
ぽ
」
に
「
三
十
年
前
の
私
ど
も
の
小
学
読
本
に
も
『
勧
工
場
』
と
い
う
一
章
が
あ
り
」
と
思
い
出
を
辿
っ
て
い
く
。
こ
の
教
材
は
『
尋
常
小
学
読
本
』
巻
七
（
第
二
期
、
明
42
―
大
6
）
に
確
か
に
あ
る
。
唱
歌
に
関
心
を
持
つ
作
家
が
同
時
に
国
語
読
本
の
場
面
を
作
品
に
使
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
と
す
る
と
「
国
定
図
画
手
本
に
あ
り
し
春
の
潮
」（
昭
17
、
前
掲
『
文
壇
句
会
今
昔
・
拾
遺
』）
と
い
う
俳
句
も
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心
境
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
八
十
八
夜
」（
昭
49
）
で
は
「
茶
摘
」（
明
45
）
と
「
夏
は
来
ぬ
」（
明
29
）
の
歌
い
出
し
の
句
を
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
て
、「
こ
う
い
う
唱
歌
は
、
田
園
で
育
っ
た
子
供
た
ち
よ
り
、
私
ど
も
の
よ
う
な
都
会
育
ち
の
少
年
少
女
が
、
野
山
に
あ
こ
が
れ
て
愛
誦
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
し
て
、「
む
し
ろ
望
郷
の
歌
と
し
て
、
田
園
を
捨
て
た
人
々
の
間
に
こ
れ
か
ら
な
が
く
歌
い
つ
が
れ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
先
の
「
故
郷
」（
大
2
）
の
唱
歌
と
同
じ
感
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
主
題
は
別
に
あ
り
、「
た
や
す
く
、
人
間
が
樹
を
伐
り
山
を
崩
す
時
代
」
の
「
こ
の
頃
」、「
い
ま
に
『
緑
の
復
讐
』
を
う
け
ず
に
は
い
ま
い
」
と
、
将
来
の
わ
が
国
の
自
然
を
憂
え
て
い
る
。
唱
歌
が
も
と
に
な
っ
て
、
思
想
が
湧
い
て
く
る
好
例
と
い
え
よ
う
。
「
武
道
館
界
隈
」（
昭
50
）
で
は
、
表
通
り
の
商
店
街
に
い
る
と
、「
正
月
の
一
日
一
日
と
近
づ
く
の
が
、
切
な
い
ほ
ど
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
夜
に
な
る
と
、
門
松
の
竹
の
葉
が
鳴
り
、
ま
っ
た
く
『
も
う
幾
つ
寝
る
と
お
正
月
』
と
い
う
気
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
歳
末
に
は
子
供
心
に
戻
っ
て
「
お
正
月
」（
明
34
）
の
唱
歌
を
思
い
出
し
、
そ
の
唱
歌
通
り
の
気
分
に
浸
る
。
こ
れ
は
、
夏
目
漱
石
が
「
彼
等
（
子
供
）
の
心
は
彼
等
の
口
に
す
る
唱
歌
の
通
り
で
あ
っ
た
」（『
道
草
』）
と
言
っ
た
こ
と
と
共
通
し
て
、
大
人
に
な
っ
て
も
唱
歌
の
心
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
「
お
正
月
」
を
永
井
は
「
い
ま
も
時
々
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
」
と
し
て
、「
日
め
く
り
」（
昭
56
）
で
、「
も
う
幾
つ
寝
る
と
、
あ
の
古
ぼ
け
た
暦
を
柱
か
ら
は
ず
し
、
新
し
い
日
め
く
り
が
使
え
る
の
か
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
」
と
述
懐
す
る
。
普
通
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
な
く
、「
私
ど
も
老
人
に
馴
染
み
深
い
、『
日
め
く
り
』」
に
愛
着
す
る
。
こ
こ
に
、
こ
の
唱
歌
は
正
月
を
「
早
く
来
い
来
い
」
と
待
ち
望
む
、
「
春
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
世
の
中
の
物
音
は
一
度
空
へ
上
が
り
、
そ
れ
か
ら
下
界
の
耳
に
返
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
と
く
に
花
時
は
そ
の
感
じ
の
強
い
も
の
」
と
い
う
名
文
調
の
書
き
出
し
の
「
合
唱
」（
昭
14
）
は
、
近
く
の
大
学
で
「
螢
の
光
」
（
明
14
）
の
合
唱
が
何
度
も
聞
え
て
く
る
。「
あ
あ
卒
業
式
の
た
め
の
練
習
だ
な
と
気
が
つ
く
と
同
時
に
、
不
覚
に
も
眼
が
し
ら
が
熱
く
な
っ
た
」。
こ
の
感
懐
は
日
本
人
な
ら
誰
も
が
思
い
当
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
続
い
て
、
演
劇
評
論
家
で
大
正
四
年
生
れ
の
戸
板
康
二
が
『
劇
場
歳
時
記
』
と
い
う
作
品
に
、
ウ
ィ
ー
ン
合
唱
団
の
演
奏
で
、「
さ
く
ら
」（
明
21
）
の
次
に
「
螢
の
光
」（
明
14
）
を
歌
う
場
面
を
書
い
た
文
章
を
永
井
は
引
用
す
る
。
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
は
い
つ
聞
い
て
も
感
動
さ
せ
ら
れ
る
。
卒
業
式
、
出
帆
。
映
画
で
見
た
「
哀
愁
」。
い
ろ
い
ろ
回
想
が
お
そ
っ
て
く
る
。
…
…
永
井
龍
男
さ
ん
が
眼
鏡
を
外
し
、
天
井
の
方
を
じ
っ
と
見
た
。
ぼ
く
と
お
な
じ
よ
う
な
感
慨
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
…
…
ぼ
く
は
永
井
さ
ん
に
近
寄
っ
て
挨
拶
を
せ
ず
に
帰
っ
た
。
永
井
は
こ
れ
を
読
ん
で
「
…
…
思
い
出
し
た
。
涙
の
あ
ふ
れ
て
く
る
の
を
ど
う
に
も
出
来
ず
、
恥
か
し
く
て
無
理
に
天
井
に
眼
を
向
け
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
解
説
す
る
。
こ
う
い
う
感
情
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
間
性
の
深
い
所
に
達
す
る
細
密
な
叙
述
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
永
井
は
ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団
に
は
古
く
か
ら
関
心
を
寄
せ
て
い
て
、「
少
年
唱
歌
隊
」（
昭
30
）
を
著
し
て
い
る
。
唱
歌
へ
の
思
い
は
こ
の
よ
う
に
幅
広
い
歌
へ
の
姿
勢
が
あ
っ
た
。
な
お
、「
朝
霧
と
螢
の
光
」（
昭
49
）
で
は
、
娘
と
孫
に
送
ら
れ
て
神
戸
港
か
ら
出
航
し
て
九
州
旅
行
に
出
掛
け
る
場
面
で
、「
螢
の
光
」
が
流
れ
て
く
る
。「
や
っ
ぱ
り
い
い
も
の
で
す
ね
と
老
妻
が
云
っ
た
」
と
淡
々
と
直
叙
す
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
夫
で
あ
る
永
井
の
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の
旧
作
の
俳
句
を
も
と
に
、「
海
風
」
か
ら
「
海
の
中
」
を
幻
想
す
る
。
歌
詞
は
確
か
め
ず
に
引
用
し
た
よ
う
で
い
く
つ
か
誤
っ
て
い
て
、
後
に
付
記
と
し
て
読
者
の
指
摘
に
よ
っ
て
訂
正
し
て
い
る
（
全
集
九
）。「
自
身
で
は
こ
の
執
着
が
不
思
議
で
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
、
や
は
り
「
執
着
」
し
て
い
る
。
作
家
の
精
神
は
幼
い
こ
ろ
の
唱
歌
で
さ
え
、
い
つ
ま
で
も
創
作
意
欲
を
駆
き
立
て
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
、
雑
文
の
ま
ま
で
終
り
、
小
説
に
仕
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
唱
歌
の
表
れ
る
雑
文
の
最
後
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
、「
花
野
」（
昭
55
）
で
あ
る
。「
花
野
」
と
言
え
ば
一
高
寮
歌
「
春
爛
漫
」（
明
34
）
の
「
歌
詞
な
ど
を
思
い
浮
べ
そ
う
に
な
る
が
…
…
秋
の
野
辺
を
詠
ん
だ
も
の
で
」
と
述
べ
、
鎌
倉
近
辺
の
情
景
を
叙
し
て
い
る
。
以
上
、
永
井
が
雑
文
と
自
称
す
る
作
品
に
取
り
上
げ
た
唱
歌
に
つ
い
て
論
述
し
て
き
た
。
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、「
電
車
唱
歌
」
が
雑
文
に
あ
っ
て
、
同
じ
題
材
を
扱
い
な
が
ら
小
説
に
出
て
来
な
い
こ
と
、
ま
た
、「
浦
島
太
郎
」
の
唱
歌
が
雑
文
に
あ
る
が
、
小
説
に
し
よ
う
と
し
て
準
備
も
し
た
が
「
自
分
の
筆
に
信
が
お
け
ず
」、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
永
井
に
と
っ
て
雑
文
と
は
何
か
、
こ
こ
で
い
う
雑
文
は
前
述
の
通
り
、
一
般
的
に
は
身
辺
雑
記
（
閑
話
）
と
呼
ば
れ
る
随
筆
で
あ
り
、
内
容
は
日
常
生
活
、
自
然
、
世
間
話
な
ど
で
あ
る
。
雑
文
に
は
虚
構
を
用
い
ず
、
日
々
の
生
活
の
さ
さ
や
か
な
断
片
、
隠
れ
て
目
立
た
ぬ
人
情
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
短
編
小
説
と
同
じ
質
の
穏
や
か
な
味
わ
い
と
含
蓄
が
漂
い
、
人
間
の
生
き
る
真
実
が
静
か
に
貫
い
て
い
る
。
雑
文
と
称
す
る
の
は
永
井
の
自
己
を
抑
え
る
資
質
に
基
い
て
い
よ
う
。
こ
の
雑
文
に
唱
歌
が
歌
詞
と
と
も
に
か
な
り
登
場
す
る
が
、
小
説
に
描
か
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
切
り
詰
め
た
小
説
世
界
に
具
体
的
な
歌
曲
年
末
の
長
い
と
思
え
る
時
間
の
流
れ
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
具
体
的
な
遊
び
を
次
に
待
ち
望
む
よ
う
に
歌
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
で
は
さ
ら
に
「
冬
の
夜
」（
明
45
）
の
歌
詞
を
引
用
し
て
、「
そ
の
頃
の
冬
の
夜
の
厳
し
い
寒
さ
と
共
に
、
ラ
ン
プ
の
灯
色
が
、
お
の
ず
と
私
の
眼
に
浮
ん
で
く
る
」
と
す
る
。
や
は
り
、
唱
歌
は
学
校
の
門
を
出
た
後
も
、
い
つ
ま
で
も
心
の
中
に
生
き
続
け
、
培
い
、
耕
さ
れ
、
成
長
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
次
に
、「
運
と
不
運
と
―
自
叙
伝
」（
昭
51
）
で
、「
旅
順
の
戦
跡
を
め
ぐ
っ
た
印
象
は
、
忘
れ
難
い
」
と
し
て
、
乃
木
将
軍
と
ロ
シ
ア
の
ス
テ
ッ
セ
ル
の
「
会
見
が
…
…
深
い
憂
愁
に
み
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
た
」
と
言
う
。
そ
し
て
、「
水
師
営
の
会
見
」（
明
43
）
の
唱
歌
は
「
多
く
の
将
兵
を
犠
牲
に
し
た
乃
木
大
将
の
傷
心
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
」
と
、
作
家
の
直
感
力
で
こ
の
歌
の
本
質
を
捉
え
て
い
る
。
こ
の
「
旅
順
の
戦
跡
」
は
こ
の
唱
歌
と
一
体
の
も
の
と
な
り
、
い
わ
ば
歌
枕
と
し
て
定
着
し
た
。
和
歌
や
俳
句
に
歌
碑
や
句
碑
が
あ
る
よ
う
に
、
唱
歌
や
童
謡
だ
け
で
な
く
歌
謡
曲
に
も
記
念
碑
が
し
か
る
べ
き
場
所
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
唱
歌
の
地
名
を
新
し
い
歌
枕
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
作
品
で
、
ハ
ル
ビ
ン
に
立
ち
寄
り
、「
戦
友
」（
明
38
）
を
連
想
し
、「
夕
空
は
ま
っ
た
く
赤
く
」
と
、
や
は
り
歌
の
中
の
景
色
を
心
中
に
再
現
し
て
い
る
。
「
風
」（
昭
54
）
で
は
「
浦
島
太
郎
の
物
語
が
好
き
で
、
一
時
は
小
説
風
に
写
し
直
せ
ぬ
も
の
か
と
本
気
で
考
え
」
た
が
、
書
か
な
い
ま
ま
「
今
日
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
書
き
出
す
。
そ
の
た
め
か
、「
浦
島
太
郎
」（
明
44
）
の
唱
歌
を
今
も
覚
え
て
い
る
と
、
歌
詞
を
散
り
ば
め
な
が
ら
、「
う
み
か
ぜ
や
龍
宮
近
き
百
日
紅
」
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を
寄
せ
て
い
た
。『
石
版
東
京
図
絵
』（
昭
42
）
は
明
治
の
終
り
か
ら
大
正
の
初
め
に
育
っ
た
子
供
達
に
作
者
を
投
影
さ
せ
て
、
幼
少
の
こ
ろ
の
思
い
出
を
綿
々
と
綴
る
。
こ
こ
で
、
川
上
澄
生
（
明
28
―
昭
47
）
の
『
明
治
少
年
懐
古
』（
昭
19
、
『
少
々
昔
噺
』〈
昭
11
〉
を
改
題
）
を
も
と
に
し
て
、「
岡
蒸
気
の
唄
」（
制
作
年
不
明
）「
日
本
陸
軍
」（
明
37
）「
鴨
緑
紅
節
」（
大
9
）
の
歌
詞
を
挙
げ
て
、
回
想
す
る
。
ま
た
、「
天
然
の
美
」
は
「
美
し
き
天
然
」（
明
37
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
他
に
「
欣
舞
節
」（
明
22
）
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
謡
に
対
す
る
感
情
は
唱
歌
に
対
す
る
感
情
と
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
両
者
が
相
俟
っ
て
情
操
が
養
わ
れ
、
唱
歌
の
世
界
を
現
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
六
　
唱
歌
の
場
面
の
描
き
方
以
上
に
取
り
上
げ
た
九
十
四
名
の
作
者
が
唱
歌
を
、
ど
の
よ
う
な
作
品
・
文
章
の
分
野
に
、
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
、
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
姿
勢
、
唱
歌
に
対
す
る
受
容
の
仕
方
を
考
察
す
る
。
こ
こ
で
は
学
校
唱
歌
に
限
定
し
、
作
品
の
例
示
は
二
、
三
の
も
の
に
止
め
て
、
そ
の
類
型
を
示
す
。
一L
文
学
1L
小
説
①
一
場
面
の
中
に
点
景
と
し
て
取
り
込
む
（
国
木
田
独
歩
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
明
37
、
夏
目
漱
石
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
明
39
）
②
幼
い
こ
ろ
の
回
想
と
し
て
創
作
的
に
描
く
（
中
勘
助
「
銀
の
匙
」
大
4
、
志
賀
直
哉
「
暗
夜
行
路
」
大
10
―
昭
12
）
③
小
学
校
生
活
の
中
で
、
授
業
風
景
・
学
校
風
景
を
、
を
歌
う
場
面
が
あ
る
と
、
そ
こ
だ
け
が
浮
き
出
さ
れ
て
、
全
体
の
調
和
を
失
わ
せ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
俳
句
的
手
法
の
小
説
は
俳
句
と
同
じ
く
、
事
柄
や
動
作
が
中
心
で
、
内
面
描
写
や
心
理
描
写
が
避
け
ら
れ
る
。
歌
の
題
名
や
歌
詞
が
入
る
と
、
あ
ま
り
に
そ
の
内
容
に
密
着
し
て
、
惹
か
れ
て
、
抽
象
的
で
全
体
的
な
情
調
が
永
井
作
品
で
は
損
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
従
っ
て
、
作
者
が
小
説
に
歌
の
場
面
を
入
れ
る
場
合
、
次
の
よ
う
に
概
括
的
な
表
現
に
な
る
。
例
え
ば
、「
胡
桃
割
り
―
あ
る
少
年
に
」（
昭
23
）
で
は
「
薄
暮
の
迫
っ
て
来
た
ス
タ
ン
ド
に
、
応
援
団
の
校
歌
は
続
い
た
」
の
よ
う
に
「
校
歌
」
と
表
し
て
い
る
。「
お
ん
な
の
ひ
と
」（
昭
27
）
で
は
、
バ
ス
会
社
の
朝
、「
案
内
ガ
ー
ル
」
が
「
流
行
歌
を
口
ず
さ
む
、
二
、
三
人
の
声
が
し
ば
ら
く
室
内
を
し
ず
め
る
」、
ま
た
、「
脚
で
、
女
の
人
は
ゆ
っ
く
り
水
を
掻
き
廻
し
な
が
ら
、
ま
た
小
声
で
歌
を
う
た
っ
て
い
る
」
と
、「
流
行
歌
」
や
「
歌
」
に
な
る
。
こ
れ
は
初
め
に
挙
げ
た
唱
歌
に
関
わ
る
俳
句
と
同
じ
表
現
方
法
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
個
別
的
な
歌
が
入
る
余
地
は
な
い
。
雑
文
で
あ
る
な
ら
、
作
者
の
心
情
や
感
慨
を
具
体
的
に
個
々
に
描
く
こ
と
が
可
能
で
、
一
般
論
で
は
な
い
独
自
の
唱
歌
の
世
界
が
表
せ
る
の
で
あ
る
。
次
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
右
の
雑
文
の
発
表
年
代
で
あ
る
。
昭
和
四
十
一
年
か
ら
五
十
五
年
ま
で
の
十
五
年
間
に
十
二
作
品
で
唱
歌
が
描
か
れ
る
。
特
に
、
四
十
年
代
後
半
か
ら
は
毎
年
の
よ
う
に
集
中
し
て
い
る
。
作
者
の
年
齢
は
前
述
の
通
り
、
六
十
歳
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
永
井
は
雑
文
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
唱
歌
を
手
懸
り
と
し
て
、
自
ら
の
生
涯
の
足
跡
を
振
り
返
る
思
い
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
他
の
作
家
と
同
じ
く
、
唱
歌
に
関
心
を
抱
く
永
井
は
他
の
歌
謡
に
も
心
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（
木
下
杢
太
郎
「
小
学
時
代
の
回
想
」
昭
16
、
和
辻
哲
郎
「
自
叙
伝
の
試
み
」
昭
36
、
森
銑
三
「
唱
歌
の
思
出
」
昭
48
他
）
2L
日
常
生
活
で
の
関
わ
り
を
随
想
風
に
描
く
（
尾
崎
一
枝
「
父
尾
崎
士
郎
」
昭
48
、
永
井
龍
男
「
日
め
く
り
」
昭
56
）
3L
言
葉
や
思
想
を
論
じ
る
（
尾
崎
紅
葉
「
文
盲
手
引
草
」
明
22
、
山
本
健
吉
「
日
本
の
言
葉
」
昭
37
、
安
倍
能
成
「
我
が
生
ひ
立
ち
」
昭
41
）
4L
意
義
や
価
値
を
論
じ
る
（
室
生
犀
星
「
小
学
唱
歌
と
児
童
」
昭
6
、
岡
潔
「
春
宵
十
話
」
昭
38
他
、
森
銑
三
「
小
さ
な
星
の
思
出
」
昭
49
他
）
三L
児
童
文
学
1L
童
話
（
島
崎
藤
村
「
幼
き
日
」
大
2
、
坪
田
譲
治
「
魔
法
」
昭
10
）
2L
童
謡
（
西
条
八
十
「
さ
く
ら
」
大
13
、
小
川
未
明
「
雪
が
ふ
り
ま
す
」
昭
7
）
付L
唱
歌
演
習
（
演
奏
）
会
（
音
楽
取
調
所
（
掛
）
の
演
習
会
、
明
18
・
20
。
帝
国
大
学
の
演
習
会
、
明
19
）
以
上
は
、
天
保
十
二
年
か
ら
明
治
四
十
三
年
の
七
十
年
の
間
に
生
れ
た
九
十
四
名
が
、
明
治
十
六
年
か
ら
昭
和
五
十
七
年
の
百
年
の
間
に
、
唱
歌
に
つ
い
て
の
感
情
や
思
想
を
表
現
し
て
き
た
、
発
表
形
態
の
描
き
方
の
分
類
で
あ
る
。
お
よ
そ
人
間
の
情
的
・
知
的
活
動
の
場
と
し
て
考
え
ら
れ
る
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
、
そ
れ
ぞ
れ
唱
歌
と
の
関
わ
り
を
表
し
た
。
こ
れ
に
、
右
の
唱
歌
演
習
会
以
降
の
民
間
の
音
楽
会
の
催
し
や
レ
コ
ー
ド
の
発
売
、
ま
た
唱
歌
集
や
唱
歌
の
風
景
を
絵
に
描
い
た
イL
教
師
と
し
て
生
徒
を
導
く
立
場
か
ら
描
く
（
島
崎
藤
村
「
破
戒
」
明
39
、
田
山
花
袋
「
田
舎
教
師
」
明
42
、
若
杉
慧
「
エ
デ
ン
の
園
」
昭
22
）
ロL
生
徒
の
立
場
か
ら
思
い
出
と
し
て
描
く
（
小
川
未
明
「
霰
あ
ら
れ
と
霙
み
ぞ
れ
」
明
38
、
室
生
犀
星
「
唱
歌
室
」
大
8
）
④
家
庭
生
活
の
中
で
、
一
風
景
と
し
て
描
く
（
国
木
田
独
歩
「
一
家
内
の
珍
聞
」
明
37
、
島
崎
藤
村
「
家
」
明
44
、
尾
崎
一
雄
「
痩
せ
た
雄
鶏
」
昭
24
）
⑤
全
体
を
統
一
す
る
基
調
や
主
題
を
示
す
（
林
芙
美
子
「
放
浪
記
」
昭
5
、
富
沢
有
為
男
「
ふ
る
さ
と
」
昭
15
、
竹
山
道
雄
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
昭
23
）
2L
日
記
文
学
（
国
木
田
独
歩
「
欺
か
ざ
る
の
記
」
明
29
、
石
川
啄
木
「
日
記
」
明
39
）
3L
記
録
文
学
（
長
谷
川
伸
「
日
本
捕
虜
志
」
昭
30
）
4L
韻
文
詩
（
山
本
露
葉
「
葡
萄
の
葉
か
げ
」
明
32
、
丸
山
薫
「
雪
が
つ
も
る
」
昭
21
「
唱
歌
」
昭
22
）
短
歌
（
金
子
薫
園
「
山
河
」
明
24
、
島
木
赤
彦
「
山
の
国
」
大
2
）
俳
句
（
永
井
龍
男
、
昭
18
）
唱
歌
（
大
和
田
建
樹
「
散
歩
唱
歌
」
明
24
）
二L
随
筆
・
評
論
1L
幼
少
時
代
の
思
い
出
を
記
録
風
に
綴
る
唱歌と現代文学（下の二・完） 201（ 16）
バ
イ
オ
リ
ン
を
教
え
て
く
れ
る
婦
人
に
密
か
に
恋
心
を
抱
く
例
（
石
橋
思
案
「
わ
が
恋
」
明
24
）
は
極
め
て
早
く
、
こ
れ
が
唱
歌
を
教
え
る
女
の
先
生
へ
の
思
慕
に
な
っ
て
い
く
（
小
川
未
明
「
霰
に
霙
」
明
38
、
室
生
犀
星
「
唱
歌
室
」
昭
2
）。
前
者
は
姉
の
よ
う
に
慕
う
気
持
が
し
っ
と
り
と
描
か
れ
、
夢
に
ま
で
見
る
。
後
者
は
温
か
い
空
気
で
教
室
が
包
ま
れ
、
聖
ら
か
な
女
神
と
し
て
崇
め
て
い
る
。
唱
歌
を
歌
う
年
上
の
女
性
や
女
生
徒
へ
の
思
い
は
思
春
期
の
少
年
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
（
河
合
酔
茗
「
お
窓
の
お
姉
さ
ん
」
明
43
、
井
上
靖
「
し
ろ
ば
ん
ば
」
昭
37
、
大
岡
昇
平
「
幼
年
」
昭
48
）。
ま
た
、
同
年
の
少
女
と
唱
歌
が
「
類
縁
」
を
つ
く
る
ほ
ど
親
近
感
を
覚
え
る
（
上
林
暁
「
筒
井
筒
」
昭
45
）。
作
者
が
男
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
唱
歌
と
結
び
つ
い
て
自
然
に
女
性
へ
の
慕
情
に
目
覚
め
、
憧
憬
し
、
や
が
て
貴
く
清
ら
か
な
存
在
と
し
て
理
想
化
さ
れ
て
い
く
。
唱
歌
の
世
界
が
清
純
で
崇
高
で
あ
る
た
め
に
、
よ
り
心
の
内
面
に
昇
華
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
二L
感
情
へ
の
作
用
1L
心
情
や
情
緒
を
育
む
宗
教
的
な
家
庭
で
は
神
を
感
じ
さ
せ
る
唱
歌
に
親
し
ま
せ
よ
う
と
し
た
（
植
村
正
久
の
娘
、
植
村
環
「
父
母
と
我
ら
」
昭
11
）。
唱
歌
を
歌
う
子
供
の
心
を
清
ら
か
な
も
の
と
し
て
大
切
に
し
、
自
ら
の
経
験
か
ら
唱
歌
は
子
供
を
豊
か
に
育
成
す
る
と
、
情
操
教
育
の
重
要
性
を
説
く
（
森
銑
三
の
一
連
の
書
）。
唱
歌
を
ふ
と
思
い
出
し
た
り
、
連
想
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
情
や
情
緒
を
育
ま
せ
、
人
間
性
を
高
め
て
い
く
と
、
経
験
に
基
づ
く
唱
歌
論
を
展
開
す
る
（
岡
潔
の
一
連
の
書
）。
唱
歌
は
美
声
を
も
っ
て
歌
う
だ
け
で
は
な
い
。
歌
い
、
聞
く
こ
と
に
よ
り
内
面
が
陶
冶
さ
れ
、
創
造
を
司
ど
る
頭
頂
葉
の
働
き
を
活
発
に
す
る
。
こ
れ
は
功
利
を
求
め
た
論
で
は
な
い
。
唱
歌
を
愛
好
し
て
い
る
と
、
自
然
に
心
情
が
耕
さ
れ
、
培
わ
画
集
の
発
行
な
ど
言
語
表
現
以
外
の
方
法
を
加
え
る
と
、
日
本
人
の
唱
歌
へ
の
思
い
は
広
く
、
深
い
基
底
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
七
　
唱
歌
受
容
の
精
神
史
次
に
、
唱
歌
の
中
身
を
問
題
に
し
、
唱
歌
を
ど
の
よ
う
に
受
け
容
れ
、
内
面
化
し
て
表
現
し
て
き
た
か
を
分
類
し
て
考
察
し
よ
う
。
こ
こ
で
、
日
常
生
活
や
学
校
生
活
を
単
に
描
写
し
て
い
る
だ
け
の
作
品
は
除
き
、
書
き
手
（
言
語
主
体
）
の
精
神
や
感
情
に
関
わ
る
も
の
を
中
心
と
す
る
。
ま
た
、
学
校
唱
歌
の
作
品
の
具
体
例
も
二
、
三
に
止
め
、
解
説
も
簡
潔
に
記
す
。
一L
過
去
を
思
い
出
さ
せ
る
作
用
1L
思
い
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
が
揺
ら
ぐ
唱
歌
の
一
節
を
何
か
の
折
に
ふ
と
思
い
出
し
た
り
、
口
ず
さ
む
こ
と
に
よ
っ
て
心
が
振
れ
動
く
。
出
張
す
る
会
社
員
に
は
一
抹
の
旅
愁
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
さ
さ
や
か
な
心
の
和
み
と
も
な
る
（
外
村
繁
「
鵜
の
物
語
」
昭
8
）。
唱
歌
は
そ
の
情
景
の
通
り
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
故
郷
を
再
訪
す
る
心
を
覆
い
、
無
常
感
に
浸
ら
せ
る
（
富
沢
有
為
男
「
ふ
る
さ
と
」
昭
15
）。
老
年
に
な
っ
て
唱
歌
に
よ
っ
て
、
時
の
流
れ
に
立
つ
老
い
の
身
を
実
感
さ
せ
る
（
上
林
暁
「
佗
日
記
」
昭
16
）
し
か
し
一
方
、
子
供
の
時
と
違
っ
た
新
鮮
な
味
わ
い
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
（
内
田
百
H
「
第
三
阿
房
列
車
」
昭
34
）。
こ
の
よ
う
に
唱
歌
の
思
い
出
は
し
ん
み
り
と
感
傷
的
に
さ
せ
る
。
そ
れ
は
過
ぎ
去
っ
た
歳
月
へ
の
愛
惜
で
あ
り
、
翻
っ
て
今
の
我
が
身
を
反
映
す
る
。
し
か
し
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
子
供
心
を
再
認
識
し
、
そ
の
成
熟
し
た
深
み
と
重
み
を
味
わ
お
う
と
い
う
気
も
起
さ
せ
る
。
2L
思
い
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
を
追
慕
す
る
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り
、
幼
少
時
代
の
、
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
白
紙
の
状
態
に
強
い
作
用
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
唱
歌
教
育
が
人
間
形
成
に
果
し
た
役
割
は
拙
稿
で
十
分
に
証
明
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
三L
生
き
方
へ
の
作
用
1L
元
気
、
勇
気
を
出
さ
せ
る
唱
歌
を
聞
い
て
新
し
い
仕
事
に
取
り
掛
ろ
う
と
い
う
勇
気
を
出
し
（
国
木
田
独
歩
「
河
霧
」
明
31
）、
新
入
児
童
は
唱
歌
を
歌
っ
て
自
立
し
よ
う
と
す
る
（
生
田
葵
山
「
団
扇
太
鼓
」
明
32
）。
疲
労
し
た
一
高
生
は
唱
歌
を
歌
っ
て
勇
気
を
起
し
、
元
気
に
帰
校
し
（
伊
沢
修
二
「
予
が
関
係
し
た
る
創
業
教
育
」
明
35
）、
遠
足
で
士
気
を
引
き
立
て
る
た
め
活
発
な
唱
歌
を
歌
わ
せ
る
試
み
が
あ
っ
た
（
上
林
暁
「
天
草
土
産
」
大
8
）。
夏
休
み
が
終
っ
て
山
村
の
少
年
は
元
気
を
出
そ
う
と
し
て
唱
歌
を
歌
っ
て
登
校
し
（
井
上
靖
「
少
年
」
昭
29
）、
小
学
生
は
高
い
柵
に
上
っ
て
周
囲
を
見
晴
ら
し
、
好
き
な
唱
歌
を
歌
う
（
尾
崎
士
郎
「
厭
世
立
志
伝
」
昭
32
）。
沈
ん
だ
心
、
ま
た
高
揚
し
た
気
分
の
ま
ま
唱
歌
を
歌
っ
て
自
ら
鼓
舞
し
、
元
気
に
な
ろ
う
と
し
た
作
品
は
多
い
。
唱
歌
が
精
神
の
は
た
ら
き
に
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
歌
謡
一
般
の
特
性
で
も
あ
る
。
2L
人
間
の
生
き
方
や
人
生
の
指
針
を
示
す
水
車
の
廻
る
音
か
ら
唱
歌
を
連
想
し
、
そ
こ
か
ら
「
人
生
を
歌
う
唄
」
と
観
照
し
、
自
ら
の
生
き
方
を
省
み
る
（
小
川
未
明
「
人
生
」
明
39
）。
一
方
、
こ
ま
の
廻
る
姿
を
見
て
、
教
わ
っ
た
唱
歌
を
思
い
出
し
、
廻
り
続
け
て
き
た
自
分
の
人
生
の
変
り
ゆ
く
相
を
感
じ
取
る
（
中
勘
助
「
柳
先
生
」
昭
10
11
他
）。「
桜
井
の
訣
別
」
か
ら
人
生
に
お
け
る
別
れ
の
意
味
を
考
え
る
（
井
上
靖
「
わ
が
一
期
一
会
」
昭
57
）。
ま
た
、
唱
歌
を
口
ず
さ
む
ご
と
に
、
生
き
る
姿
勢
や
考
え
る
態
度
を
教
れ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
2L
季
節
感
覚
を
豊
か
に
す
る
秋
の
季
節
に
秋
の
唱
歌
を
歌
う
と
、
自
然
に
秋
ら
し
い
寂
寥
感
に
と
ら
わ
れ
、
紀
元
節
の
日
に
は
早
春
の
「
空
気
と
風
景
に
溶
け
込
ん
で
」、
歌
わ
れ
る
（
日
夏
耿
之
介
「
秋
の
抒
情
詩
」
昭
9
、「
竹
枝
町
巷
談
」
昭
39
）。
ま
た
、
春
が
近
づ
く
と
、
そ
の
空
気
が
空
の
高
み
か
ら
大
地
に
降
り
か
か
る
よ
う
に
、
卒
業
式
の
歌
が
聞
え
て
く
る
（
永
井
龍
男
「
合
唱
」
昭
48
）。
四
季
そ
れ
ぞ
れ
を
歌
っ
た
唱
歌
は
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
を
歌
う
こ
と
に
よ
り
季
節
感
が
養
わ
れ
、
ま
た
逆
に
、
季
節
に
応
じ
て
ふ
さ
わ
し
い
歌
を
思
い
出
す
。
四
季
の
唱
歌
は
季
節
の
特
性
や
推
移
を
教
え
る
手
立
て
と
も
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
季
節
の
唱
歌
は
作
品
の
場
面
の
背
景
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
省
略
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
項
に
挙
げ
る
べ
き
作
品
例
は
予
想
以
上
に
少
か
っ
た
。
3L
唱
歌
の
情
調
の
通
り
の
心
に
な
る
子
供
の
心
は
子
供
が
歌
う
唱
歌
の
心
の
通
り
で
あ
り
（
夏
目
漱
石
「
道
草
」
大
4
）、
歌
う
こ
と
に
よ
り
そ
の
歌
の
通
り
の
理
想
世
界
が
表
れ
る
（
竹
山
道
雄
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
昭
23
）。
英
雄
の
悲
劇
を
歌
う
短
調
の
曲
は
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
聞
く
者
の
心
情
を
内
照
し
、
母
親
を
失
く
し
た
子
供
の
口
を
つ
い
て
出
た
歌
ら
し
い
言
葉
に
「
唱
歌
の
や
う
な
も
の
」
を
感
じ
る
（
寺
田
寅
彦
「
龍
舌
蘭
」「
団
栗
」
明
38
）。「
我
は
海
の
子
」
を
歌
え
ば
、「『
我
は
海
の
子
』
に
皆
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
」、「
仰
げ
ば
尊
し
」
を
歌
え
ば
「
新
し
い
愁
ひ
を
添
へ
る
」
こ
と
に
な
る
（
川
端
康
成
「
学
校
の
花
」
昭
8
、「
花
日
記
」
昭
14
）。
歌
は
そ
の
歌
の
醸
し
出
す
気
分
や
情
緒
が
歌
う
人
の
内
面
に
染
み
入
り
、
そ
の
歌
の
ま
ま
の
心
に
な
り
、
そ
の
歌
の
通
り
の
人
と
な
る
。
こ
の
作
用
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
は
無
理
で
あ
唱歌と現代文学（下の二・完） 199（ 18）
ん
だ
唱
歌
を
耳
に
し
な
が
ら
終
命
し
た
（「
病
臥
日
記
」
昭
39
、
尾
崎
一
枝
「
父
尾
崎
士
郎
」
昭
48
）。
人
生
の
終
末
を
迎
え
て
幻
覚
症
状
を
起
す
母
に
は
唱
歌
の
「
愛
別
離
苦
」
の
感
情
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
井
上
靖
「
わ
が
母
の
記
」
昭
52
）。
ま
た
、
わ
ら
べ
う
た
で
あ
る
が
、「
通
り
ゃ
ん
せ
」
が
死
に
至
る
細
道
を
暗
示
し
て
い
る
（
太
宰
治
「
人
間
失
格
」
昭
23
）。
唱
歌
は
生
き
る
気
合
い
や
態
度
を
指
し
示
す
だ
け
で
な
い
。
人
生
を
終
え
る
死
に
方
に
ま
で
影
響
を
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新
し
い
御
詠
歌
で
は
な
い
か
。
歌
と
と
も
に
生
き
て
き
た
人
生
は
、
同
じ
よ
う
に
歌
と
と
も
に
死
ん
で
ゆ
く
。
こ
れ
は
現
代
で
も
葬
儀
の
時
に
、
故
人
の
好
き
な
歌
を
合
唱
し
て
送
り
出
す
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
唱
歌
に
は
か
く
も
厳
粛
な
価
値
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
5L
日
本
人
と
し
て
の
生
き
方
を
示
す
敗
戦
直
後
、
変
わ
り
ゆ
く
日
本
の
現
状
を
唱
歌
を
歌
い
つ
つ
嘆
き
（
日
夏
耿
之
介
、
自
筆
葉
書
、
昭
23
）、「
故
郷
」
の
歌
を
日
本
人
の
故
郷
の
原
風
景
と
し
て
捉
え
る
（
東
山
魁
夷
「
風
景
と
の
対
話
」
昭
42
）。「
水
師
営
の
会
見
」
の
唱
歌
で
子
供
が
「
得
る
も
の
を
い
つ
し
か
得
て
い
た
」
と
い
う
も
の
は
（
長
谷
川
伸
「
日
本
捕
虜
志
」
昭
30
）
は
日
本
人
と
し
て
の
歴
史
感
覚
、
祖
国
へ
の
共
通
感
情
、
一
言
で
い
え
ば
日
本
の
心
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
唱
歌
に
よ
っ
て
日
本
人
の
心
情
や
生
き
方
が
教
え
ら
れ
、
日
本
民
族
の
心
が
蘇
る
（
岡
潔
の
一
連
の
書
）。
唱
歌
は
日
本
を
再
認
識
し
、
創
作
意
欲
を
駆
き
立
て
、
同
時
に
、
生
き
る
指
針
と
も
な
っ
た
（
島
崎
藤
村
「
海
へ
」
大
7
）。
い
わ
ゆ
る
歴
史
唱
歌
、
ま
た
、
日
本
の
国
柄
を
讃
え
る
歌
、
自
然
豊
か
な
風
景
を
詠
む
歌
な
ど
に
よ
り
、
日
本
人
と
し
て
の
生
き
方
、
処
し
方
を
教
え
ら
れ
て
き
た
。
唱
歌
は
国
民
感
情
を
養
い
、
国
民
の
同
胞
感
を
高
め
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
現
代
の
音
楽
教
育
と
は
違
っ
た
え
導
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
岡
潔
の
一
連
の
書
）。「
旅
愁
」
を
冒
頭
に
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
「
古
里
を
持
た
な
い
」
自
分
の
「
放
浪
者
」
た
る
宿
命
を
示
そ
う
と
す
る
（
林
芙
美
子
「
放
浪
記
」
昭
5
）。
な
お
、
志
賀
直
哉
の
「
暗
夜
行
路
」（
大
10
―
昭
12
）
に
「
主
人
公
の
追
憶
」
と
い
う
「
序
詞
」
が
あ
る
。
こ
の
、
屋
根
に
登
っ
て
子
供
が
唱
歌
を
歌
う
場
面
は
全
体
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
の
「
追
憶
」
は
「
作
品
展
開
の
種
子
或
は
前
提
」
と
な
っ
て
、
主
人
公
の
「
人
生
対
処
の
記
録
が
生
ま
れ
て
来
る
」
も
の
で
（
時
枝
誠
記
『
文
章
研
究
序
説
』）、
冒
頭
の
は
た
ら
き
と
し
て
重
要
な
意
義
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
3L
人
と
人
と
を
結
び
つ
け
る
唱
歌
に
よ
っ
て
恋
愛
関
係
に
な
り
、
唱
歌
を
歌
う
女
性
と
新
し
い
生
活
を
開
こ
う
と
す
る
（
国
木
田
独
歩
「
欺
か
ざ
る
の
記
」
明
29
、「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
明
34
）。
唱
歌
に
よ
っ
て
病
気
の
夫
婦
の
愛
情
が
交
流
し
合
い
、
ど
ち
ら
が
先
に
死
ぬ
か
と
別
れ
を
思
う
（
外
村
繁
「
濡
標
」「
落
日
の
光
景
」
昭
35
）。
電
話
口
で
、
唱
歌
を
口
笛
を
吹
い
て
歌
っ
た
り
、
マ
ン
ド
リ
ン
を
弾
い
て
友
人
と
語
り
合
い
（
伊
藤
整
「
若
い
詩
人
の
肖
像
」
昭
31
）、
歌
が
亡
き
妹
と
の
絆
を
深
め
て
い
る
（
上
林
暁
「
極
楽
寺
門
前
」
昭
49
）。
歌
に
よ
っ
て
感
情
を
交
わ
し
、
同
じ
心
に
な
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
と
な
っ
て
く
る
。
歌
は
そ
の
人
の
心
の
通
り
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
そ
の
も
の
で
あ
る
と
極
言
し
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
4L
聞
き
、
歌
い
な
が
ら
死
に
ゆ
く
無
法
松
は
小
学
校
の
教
室
の
傍
で
、
子
供
の
唱
歌
を
聞
き
、
そ
れ
に
「
和
し
て
淋
し
く
吟
じ
」
て
、
息
絶
え
た
（
岩
下
俊
作
「
富
島
松
五
郎
伝
」
昭
14
）。
こ
れ
は
創
作
だ
け
で
な
い
。
藤
村
操
は
自
殺
の
前
夜
に
家
族
と
唱
歌
を
歌
い
合
い
（
那
加
通
世
「
万
朝
報
」
明
36
）、
尾
崎
士
郎
は
家
族
が
涙
な
が
ら
に
歌
う
、
自
ら
望
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「
秋
の
夕
空
晴
れ
て
星
の
光
も
鮮
や
か
な
る
時
」（
国
木
田
独
歩
「
河
霧
」
明
31
）
が
「
故
郷
の
空
」
の
歌
い
出
し
の
句
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
文
脈
上
、
ま
た
作
者
の
唱
歌
へ
の
態
度
か
ら
推
定
で
き
る
。
ま
た
、「
霞
の
国
か
、
雲
の
国
か
」
（
夏
目
漱
石
「
草
枕
」
明
39
）
は
「
霞
か
雲
か
」
の
、
や
は
り
歌
い
出
し
の
句
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
唱
歌
を
作
品
に
取
り
入
れ
る
作
家
は
地
の
文
に
も
あ
た
か
も
和
歌
の
本
歌
取
り
の
よ
う
に
詞
句
を
取
り
入
れ
て
、
表
現
に
含
蓄
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
。
軍
歌
の
例
で
は
あ
る
が
、
軍
歌
を
聞
い
て
「
客
も
一
抹
の
旅
愁
に
似
た
も
の
が
、
み
ん
な
の
心
を
か
す
め
た
に
違
ひ
な
い
」（
林
芙
美
子
「
軍
歌
」
昭
25
）
と
い
う
作
者
の
本
心
は
前
述
の
「
放
浪
記
」
冒
頭
に
奏
で
た
唱
歌
「
旅
愁
」
と
重
な
っ
て
響
き
合
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
旅
順
の
戦
跡
を
訪
れ
て
唱
歌
「
水
師
営
の
会
見
」
通
り
の
「
乃
木
大
将
の
傷
心
」
を
感
じ
取
る
（
永
井
龍
男
「
運
と
不
運
と
」
昭
51
）
の
は
こ
の
地
が
和
歌
で
い
う
歌
枕
と
同
じ
価
値
を
持
つ
、
唱
歌
の
名
所
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
例
え
ば
、「
桜
井
の
訣
別
」
が
大
阪
の
桜
井
の
地
と
結
び
つ
き
、「
荒
城
の
月
」
の
歌
碑
が
ゆ
か
り
の
城
跡
に
い
く
つ
か
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
同
じ
捉
え
方
な
の
で
あ
る
。
八
　
唱
歌
文
化
へ
の
展
望
本
稿
の
も
と
も
と
の
執
筆
の
動
機
は
「
学
校
唱
歌
、
校
門
を
出
ず
」（
正
し
い
語
法
で
は
「
出
で
ず
」）
と
い
う
根
拠
の
な
い
語
句
が
明
治
時
代
に
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
教
育
史
学
者
の
観
念
的
な
立
言
の
誤
り
を
正
す
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
出
典
が
無
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
の
で
、
明
治
時
代
以
前
に
生
れ
た
人
々
が
ど
の
よ
う
に
唱
歌
を
受
け
止
め
、
歌
っ
て
き
た
唱
歌
教
育
の
意
義
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四L
言
語
表
現
と
の
関
連
1L
唱
歌
調
と
い
わ
れ
る
も
の
単
調
で
平
板
な
話
し
方
を
批
判
的
に
表
す
時
、
唱
歌
調
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
「
唱
歌
を
う
た
ふ
や
う
に
」「
唱
歌
体
の
会
話
」（
井
伏
鱒
二
「
丹
下
氏
邸
」
昭
6
）、「
唱
歌
の
や
う
に
素
直
な
節
回
し
」（
石
坂
洋
次
郎
「
暁
の
合
唱
」
昭
16
）
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、「
唱
歌
を
口
に
I
む
や
う
な
調
子
」「
そ
の
う
た
ふ
や
う
な
声
の
調
子
」
が
相
手
に
「
快
感
」
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
（
木
山
捷
平
「
現
実
図
絵
」
昭
13
）。
こ
こ
で
、
唱
歌
調
の
よ
し
あ
し
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
当
時
、
唱
歌
の
調
子
や
韻
律
が
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
か
を
知
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
こ
の
き
ま
じ
め
で
実
直
な
口
調
は
日
本
人
の
言
語
表
現
の
特
色
と
言
っ
て
よ
い
。
2L
国
語
読
本
と
の
関
連
読
本
を
読
む
声
と
唱
歌
を
歌
う
声
が
同
列
に
扱
わ
れ
（
河
合
酔
茗
「
お
窓
の
お
姉
さ
ん
」
明
43
）、
両
者
の
思
い
出
が
渾
然
と
な
っ
て
、
大
人
に
な
っ
て
も
心
を
慰
め
る
（
梶
井
基
次
郎
「
城
の
あ
る
町
に
て
」
大
14
）。
読
本
と
唱
歌
の
声
を
聞
く
と
淋
し
く
涙
が
こ
ぼ
れ
、
旅
先
で
は
そ
の
教
わ
っ
た
詩
の
通
り
の
景
色
を
印
象
し
て
、
不
思
議
に
思
う
（
川
端
康
成
「
浅
草
紅
団
」
昭
5
、「
夏
の
宿
題
」
昭
8
）。
こ
の
こ
と
は
、
読
本
を
朗
読
す
る
型
通
り
の
調
子
と
先
の
唱
歌
調
が
相
似
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ど
ち
ら
も
子
供
の
こ
ろ
の
教
室
で
の
思
い
出
と
直
結
し
、
共
通
し
た
懐
し
い
印
象
が
蘇
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
小
学
校
教
育
に
お
け
る
国
語
と
唱
歌
の
重
み
を
示
し
て
い
る
。
3L
本
歌
取
り
や
歌
枕
の
よ
う
に
し
て
表
す
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か
を
文
献
の
上
か
ら
確
か
め
、
こ
の
誤
謬
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
長
期
に
わ
た
る
連
載
を
通
じ
て
、
こ
の
最
初
の
目
的
を
果
す
と
と
も
に
、
作
品
・
文
章
の
作
者
が
唱
歌
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
意
義
づ
け
て
き
た
か
、
ま
た
、
人
生
を
生
き
て
い
く
こ
と
に
と
っ
て
唱
歌
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
き
た
か
を
明
か
す
こ
と
に
重
点
が
移
っ
て
い
っ
た
。
唱
歌
に
対
す
る
言
語
主
体
の
捉
え
方
の
態
度
は
そ
の
ま
ま
そ
の
精
神
の
在
り
所
を
も
示
し
て
い
る
。
唱
歌
受
容
の
流
れ
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
精
神
史
の
一
端
が
究
明
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。こ
の
精
神
史
な
立
場
は
さ
ら
に
言
え
ば
文
化
的
な
立
場
か
ら
も
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
化
を
人
間
の
生
き
る
態
度
・
様
式
・
型
、
つ
ま
り
生
き
方
、
考
え
方
、
感
じ
方
、
ま
た
行
動
の
仕
方
の
総
体
と
考
え
る
と
、
唱
歌
を
受
容
し
、
こ
れ
を
生
か
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
精
神
の
在
り
方
は
文
化
と
し
て
新
た
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
音
楽
文
化
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
唱
歌
を
物
や
文
化
財
と
し
て
で
は
な
く
、
唱
歌
文
化
と
し
て
定
義
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
唱
歌
を
受
容
す
る
態
度
は
文
化
意
志
に
ほ
か
な
ら
ず
、
唱
歌
を
め
ぐ
る
精
神
史
は
唱
歌
文
化
史
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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